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2009～2010年度 ライオンズクラブ国際会長

エバハルト・Ｊ・ヴィルフス国際会長
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ガバナースローガン

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕のののののののののののののののの心心心心心心心心心心心心心心心心でででででででででででででででで!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!「「「「「「「「「「「「「「「「未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来をををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開くくくくくくくくくくくくくくくく奉仕の心で!!「未来を開く」」」」」」」」」」」」」」」」」
「拝金主義の横行」・「マニュアル化によって出来た、無機質な人間関

係」・「国家の、個人のエゴ」。このような社会環境により引き出されたで

あろう、「一時的な世界経済の破綻」、「地球を取り巻く自然環境の悪化」、

「絶え間ない国家間の紛争」、［命の尊さの欠落」。

メディアを通し日々伝わるこれら出来事。

そして、思いは。「人と人を繋げる心は何処へ………」。

人と人との心の和が乱れているのでしょうか。

ここに改めて心と心の和というものを問いかけます、健全な社会の育成

を目指すために。

人と人との心の和を大切に、心豊かな世界にしましょう。

輝く未来の為に、奉仕の心を持ちましょう。

シンボルマークのハートに思いを込めて。

社会に範たるライオンとして。

テーテーママ「「MOVETOGROWMOVETOGROW」」

2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会331-Ａ地区

2009～2010
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札
幌
ポ
プ
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
宮
島

崇
徳

Ａ
Ｃ
Ｔ
報
告
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札
幌
リ
バ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
橋
本

正
行

「
未
来
へ
向
っ
て

繋
げ
よ
う
奉
仕
の
輪
」
を
目
指
し
て

札
幌
リ
バ
テ
ィ
Ｌ
Ｃ
は
会
長
山
本
Ｌ
の
も
と
「
未

来
へ
向
っ
て

繋
げ
よ
う
奉
仕
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
積
極
的
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

薬
物
乱
用
防
止
委
員
会
委
員
長
碓
氷
Ｌ
を
中
心
に

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
緑
丘
小
学
校
に
て

月

日

12

14

午
後
開
催
し
、
６
年
生
約
１
８
０
名
を
対
象
に
薬
物

乱
用
に
よ
る

害
に
つ
い
て

詳
し
く
解
か

り
や
す
く
説

明
し
児
童
も

真
剣
に
聴
講

し
て
お
り
、

学
校
関
係
者

の
方
々
か
ら

も
高
く
評
価

い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
青

少
年
育
成
委
員
会

と
し
て
札
幌
市
少

女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
新
人
戦
の

開
催
や
当
ク
ラ
ブ

か
ら
生
ま
れ
た

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
ア
ク
シ
ス
が
参

加
す
る
マ
ー
チ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
の
後

援
協
賛
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
当
ク

ラ
ブ
の
ラ
イ
オ
ン

は
非
常
に
献
血
呼
び
掛
け
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
意
識
が
高
く
、

常
に
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
が
参
加
し
ま
た
積
極
的
に
大

き
な
声
で
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
多
く
の

方
々
の
献
血
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
に
関
し
て
も
当
ク
ラ
ブ
の
担
当
校
へ
受
講

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
校
長
先
生
に
説
明
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

未
来
へ
向
っ
て
と
い
う
こ
と
で
は
、
今
期
は
毎
月

の
よ
う
に
新
入
会
員
が
入
会
し
て
お
り
ま
す
。
今
期

も
６
名
の
方
が
新
た
に
入
会
し
て
お
り
ま
す
。
特
徴

と
し
て
若
い
世
代
の
方
々
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
の
１
／
３
が
若
い
世

代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年

月

日
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
２
階
を
貸
し
切
っ

12

21

て
の
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
会
で
は
、
多
く
の
ラ
イ
オ
ン

の
お
子
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
や
綿
飴
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
会
長
山
本
Ｌ

サ
ン
タ
よ
り
お
子
さ
ん

達
に
年
齢
に
応
じ
た
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
一
人
一
人
に
配
ら
れ

歓
声
を
上
げ
、
会
場
内

は
熱
気
に
包
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
に
な
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
幹
事
田
中
Ｌ
を
中
心
に
次
世
代

を
見
込
ん
で
会
社
社
長
で
は
な
く
次
の
社
長
予
定
者

に
声
掛
け
を
行
い
、
社
長
よ
り
教
育
的
な
面
も
含
め

て
託
さ
れ
入
会
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
ラ

イ
オ
ン
と
入
会
の
浅
い
ラ
イ
オ
ン
も
融
合
し
委
員
会

活
動
、
例
会
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
非
常
に
和
や
か

な
雰
囲
気
、
あ
る
時
は
熱
い
討
議
が
交
わ
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
活
発
な
ク
ラ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。来

期
、
当
ク
ラ
ブ
は

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
期

30

９
月
よ
り

周
年
記
念
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

30

当
ク
ラ
ブ
で
製
作
し
た
旭
山
公
園
の
時
計
塔
に
入
っ

て
い
る
緑
丘
小
学
校
の
児
童
が

年
前
に
メ
ッ
セ
ー

30

ジ
を
入
れ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
開
く
記
念
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

等
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の

で
そ
う
い
っ
た

準
備
を
今
期
よ
り
始
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
相
互
理
解
を
深
め
社
会
奉
仕
等
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

薬物乱用防止教室①

薬物乱用防止教室③ 薬物乱用防止教室②

札幌市少女ソフトボール大会

クリスマス家族会旭山記念公園
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札
幌
ス
ノ
ー
Ｌ
Ｃ
は
１
９
８
６
年
３
月
の
結
成
以

来
「
使
用
済
み
古
切
手
収
集
」「
献
血
呼
び
か
け
」
を
、

１
９
８
８
年
か
ら
こ
れ
に
「
植
林
Ａ
Ｃ
Ｔ
」
を
加
え

ク
ラ
ブ
の
３
大
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

使
用
済
み
古
切
手
収
集
Ａ
Ｃ
Ｔ

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
ク
ラ
ブ
結
成
以
来

年
間
、
鎌
倉

24

の
知
的
障
害
者
更
生
施
設
：
社
会
福
祉
法
人
「
清
和

会
」
へ
使
用
済
み
古
切
手
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

毎
月
送
っ
た
使
用
済
み
古
切
手
は
バ
ザ
ー
な
ど
で

換
金
さ
れ
、
園
生
の
機
能
訓
練
・
運
営
資
金
ま
た
社

会
復
帰
訓
練
の
費
用
と
し
て
障
害
者
の
自
立
等
に
有

効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
２
０
０
１
年
よ
り
、
協
力
先
を
広
げ
た
結
果
、

札
幌
市
内

１
４
０
の

郵
便
局
の

賛
同
を
得

る
こ
と
が

出
来
、
毎

月
各
ラ
イ

オ
ン
が
回

収
に
努
め

て
お
り
ま

す
。そ

の
結

果
、
収
集

枚
数
も
急 札

幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
情
報
委
員
長

Ｌ
渡
辺

寿
則

３
大
Ａ
Ｃ
Ｔ
報
告

増
し
、
年
間
二
百
万
枚
か
ら
三
百
万
枚
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

献
血
Ａ
Ｃ
Ｔ

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
も
結
成
以
来

年
間
続
け
て
お
り
、

24

当
初
は
大
通
り
地
下
の
「
献
血
ル
ー
ム
」
と
、「
手

稲
運
転
免
許
試
験
場
」
の
２
箇
所
で
交
互
に
行
っ
て

い
ま
し
た
が
今
で
は
試
験
場
を
中
心
に
毎
週
「
献
血

呼
び
か
け
」
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

呼
び
か
け
に
は
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
ク

ラ
ブ
全
員
参
加
で
協
力
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
は
、
日
本
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
尽

11

し
た
功
績
に
対
し
銀
色
有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

植
林
Ａ
Ｃ
Ｔ

結
成
２
年
後
の
１
９
８
８
年
よ
り
、
財
団
法
人
オ

イ
ス
カ
が
推
進
し
て
い
る
「
子
供
の
森
計
画
」
に
賛

同
・
協
力
し
浦
河
、
平
取
な
ど
道
内
各
地
の
植
林
推

結成20年 沖縄石垣島名蔵湾でのマングローブ植栽

進
事
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
結
成

年
目
の
節
目
に
は
フ
ィ
ジ
ー
に
出
向

10

き
現
地
の
子
供
た
ち
と
大
規
模
な
植
林
活
動
を
実
施

し
、
結
成

年
目
に
は
記
念
事
業
と
し
て
、
沖
縄
石

20

垣
島
名
蔵
湾
で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
栽
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
２
０
０
９
年

月

日
（
土
）
当
別
町

10

10

青
山
中
央

道
民
の
森
で
植
林
を
行
い
ま
し
た
。
作

業
は
最
初
に
植
林
地
の
草
を
刈
り
、
植
林
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ

ｔ
の
マ
ー
キ
ン
グ
作
業
、
の
後
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
苗

木
３
０
０
本
、
ト
ウ
ヒ
の
苗
木
２
０
０
本
を
植
え
朝

９
時
か
ら
夕
方
３
時
ま
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。札

幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
今
後
も
こ
れ

ら
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
継
続
し
、
社
会
奉
仕
の
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

2009.10.10（土）当別町「道民の森」にて植林

切手の水はがし後、同一絵柄の選別作業
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創
立

年
目
を
迎
え
た
札
幌
ユ
ー
ト
ピ
ア
Ｌ
Ｃ
は

23

会
長
（
Ｌ
荒
木
順
一
）
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
『
若
さ
を
も
っ

て

勇
気
あ
る
前
進
』
の
も
と
７
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
ク
ラ
ブ
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
会
員

増
強
は
、
７
月
２
名
、
１
月
３
名
、
５
名
の
新
入
会

員
の
増
強
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
計
５
名
の
平
均

年
齢

歳
は
ク
ラ
ブ
全
体
の
若
返
り
に
も
貢
献
す
る

38

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

札
幌
ユ
ー
ト
ピ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
・
情
報
委
員
長

Ｌ
榊
原

英
俊

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
報
告

こ
れ
ま
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

◆
青
少
年
育
成
委
員
会
（
委
員
長
Ｌ
金
戸
公
彦
）
は

３
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

①
７
月

日
、

日
の
２
日
間
、
子
供
達
の
減
少
が

12

18

著
し
い
厚
別
区
も
み
じ
台
少
年
野
球
協
会
を
支
援
し

『
第
１
回
札
幌
ユ
ー
ト
ピ
ア
Ｌ
Ｃ
杯
少
年
野
球
大

会
』
を
開
催
し
、
４
チ
ー
ム
１
２
０
名
の
熱
戦
を
支

援
し
ま
し
た
。

②
８
月

日
、
養
護
園
の
児
童
達
に
わ
ら
べ
歌
の
発

19

表
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
羊
が
丘
養
護
園
招
待
例

会
を
Ｌ
Ｌ
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
開
催
で
き
ま
し

た
。
練
習
の
毎
日
か
ら
ホ
テ
ル
で
の
初
舞
台
を
終
え

た
児
童
達
は
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
、
笑
顔
で
夕
食
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

③

月

日
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
て
い

10

12

る
北
星
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
の
全
道
乗
馬
ス
ポ
ー
ツ
少
年

交
流
大
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
大
会
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。

◆
環
境
・
福
祉
委
員
会
（
委
員
長
Ｌ
伊
藤

活
）
は

円
山
動
物
園
の
美
化
活
動
を
羊
が
丘
養
護
園
の
児

童
・
生
徒
達
と
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

◆
献
血
・
献
眼
委
員
会
（
委
員
長
Ｌ
滝
田
真
弓
）
は

２
月

日
、
厚
別
警
察
署
・
免
許
セ
ン
タ
ー
、
厚
別

17

区
役
所
で
取
り
組
み
ま
す
。

◆
市
民
・
教
育
委
員
会
（
委
員
長
Ｌ
大
向

明
）
は

昨
年
５
月
に
開
催
し
た
自
転
車
安
全
利
用
、
交
通
事

故
撲
滅
啓
発
を
今
年
も
行
政
機
関
、
地
域
の
交
通
安

全
関
係
者
と
共
に
取
り
組
む
た
め
実
行
委
員
会
の
設

置
に
向
け
準
備
中
で
す
。

セーフティサイクリングフェア
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札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
代
表
的
ア
ク
ト
が
地
元
札
幌
市
東
区
の
小
学
六

年
生
を
対
象
に
し
た
「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
の
開

催
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ア
ク
ト
は
五
年
前
、
札
幌
市

東
区
選
出
の
市
会
議
員
で
あ
る
Ｌ
藤
原
廣
昭
が
、
地

元
の
北
光
小
学
校
と
苗
穂
小
学
校
に
働
き
か
け
を
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
徐
々
に
学
校
数
が
増
え
、
今
年

度
は
六
校
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
一
度
開
催
し
ま

す
と
好
評
で
、
来
年
も
是
非
と
い
う
こ
と
で
、
殆
ど

の
学
校
が
連
続
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
七
月
二
一
日
の
美
香
保
小
学
校
を
皮

切
り
に
、
七
月
二
二
日
苗
穂
小
学
校
、
十
一
月
十
三

日
栄
小
学
校
、
十
二
月
三
日
栄
西
小
学
校
、
十
二
月

九
日
北
光
小
学
校
と
五
校
実
施
済
み
で
、
今
年
二
月

に
も
う
一
校
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

直
近
の
北
光
小
学
校
で
の
模
様
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
参
加
し
た
ラ
イ
オ
ン
は
会
長
の
Ｌ
名
越
隆
雄
以

下
七
名
。
六
年
生
七
五
名
が
視
聴
覚
教
室
に
集
合
し
、

当
ク
ラ
ブ
幹
事
の
Ｌ
田
上
和
子
の
司
会
の
も
と
、
校

長
先
生
の
お
話
、
名
越
会
長
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
組
織
と
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、「
薬

物
乱
用
は
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
」
の
ビ
デ
オ
上
映
を
約

二
十
分
行
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
今
年
認
定
講
師
と

な
っ
た
ば
か
り
の
Ｌ
堀
知
が
、
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
、

約
八
分
間
、
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
と
身
の
守
り
方

に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
ま
し
た
。
ど
の
子
も

真
面
目
で
、
講
師
か
ら
目
を
離
さ
ず
聞
き
入
っ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
最
後
に
供
ダ
メ
僑供
ゼ
ッ
タ

イ
僑
を
三
回
ほ
ど
複
唱
さ
せ
て
講
演
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

こ
の
後
、
子
供
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
「
こ
ん
な
に

こ
わ
い
と
は
思
っ
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
言
葉
の

供
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
僑
を
忘
れ
ず
に
し
た
い
で
す
。」
｢

薬
物
の
こ
と
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
。
自
分
も
ぜ
っ
た
い
や
ら
な
い
。
｣
「
や
っ

ぱ
り
薬
物
は
ゼ
ッ
タ
イ
ダ
メ
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
こ
の
お
話
を
聞
け
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
等
々
。
こ
の
ア
ク
ト

を
実
施
し
て
よ
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
う
コ
メ
ン
ト

ば
か
り
で
し
た
。

警
視
庁
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
覚
せ
い
剤
等
で

検
挙
さ
れ
る
未
成
年
者
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
低
年
齢
化
が
進
み
、
中
学
生
が
目
立
つ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
小
学
校
段
階
か
ら
薬
物
の
危
険
性
を

教
え
る
取
り
組
み
が
有
効
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
ク

ラ
ブ
と
し
て
も
、
こ
の
ア
ク
ト
を
今
後
も
継
続
的
に

実
施
し
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
方
針
で
す
。

札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
辻
岡

公
夫

「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
を
年
六
回
開
催

ゴールド講師のＬ木戸善幸 ７．21美香保小学校にて

講演するＬ堀知 12．９北光小にて
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札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、「
薬
物
乱
用
防

止
教
室
」「
清
掃
奉
仕
」「
献
血
」「
植
樹
」
と
、
当

初
予
定
通
り
順
調
に
ア
ク
ト
を
消
化
し
て
お
り
ま
す

が
、「
国
際
Ｙ
Ｅ
」
関
係
で
も
、
Ｙ
Ｅ
生
の
受
け
入

れ
な
ら
び
に
派
遣
と
幅
広
い
ア
ク
ト
を
展
開
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
八
月
六
日
か
ら
十
八
日
に
か
け

て
、
ベ
ル
ギ
ー
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
二
名
の
男
子
高
校

札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
辻
岡

公
夫

Ｙ
Ｅ
生
の
受
け
入
れ
と
派
遣

生
を
受
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
佐
々
木
博
一
（
Ｙ

Ｅ
担
当
理
事
）
の
ご
令
嬢
結
可
さ
ん
（
啓
北
商
業
高

校
二
年
）
を
十
二
月
二
十
日
か
ら
一
月
十
一
日
ま
で
、

イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ア
に
派
遣
し
ま
し
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た
Ｌ
藤
原

守
（
第
一
副
会
長
）
の
感
想

七
年
前
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
へ
行
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
か

ら
Ｙ
Ｅ
生
を
迎
え
た
。
小
さ
な
村
に
住
む
十
八
歳
。

大
事
そ
う
に
抱
え
て
き
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
少
年

の
自
宅
や
学
校
等
を
見
せ
て
く
れ
、
逆
に
我
が
家
の

こ
と
を
先
方
の
両
親
に
送
り
ま
し
た
。
少
年
は
柔
道

を
習
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
警
察
学
校
で
柔
道
と
剣

道
の
見
学
を
さ
せ
、
竹
刀
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

一
緒
に
き
た
イ
タ
リ
ア
の
Ｙ
Ｅ
生
も
自
宅
に
招
い
た

時
、
初
め
て
見
る
小
麦
粉
か
ら
作
る
生
パ
ス
タ
や
ベ

ル
ギ
ー
料
理
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
生
か
ら
色
々
刺
激
を
受
け
、
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
が
、
事
前
に
Ｙ
Ｅ
生
の
希
望
、
趣
味
、
興
味
が

分
か
れ
ば
対

応
し
や
す
い

と
思
う
。
Ｙ

Ｅ
生
同
志
、

ホ
ス
ト
フ
ア

ミ
リ
ー
、
Ｌ

Ｃ
と
の
交
流

も
有
効
と
考

え
ま
す
。
最

後
に
、
み
や

げ

は

重

量

オ
ー
バ
ー
に

な
ら
ぬ
よ
う

気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

佐
々
木
結
可
さ
ん
の
体
験
記

は
じ
め
に
、
私
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
下
さ
っ

た
札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
両
親
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。私

に
と
っ
て
イ
タ
リ
ア
で
の
三
週
間
は
感
動
の
毎

日
で
し
た
。
日
本
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴

ら
し
い
、
美
し
い
景
色
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
。
ど

の
景
色
も
ま
る
で
絵
画
の
よ
う
で
し
た
。
景
色
、
文

化
、
食
べ
物
、
す
べ
て
が
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
私

は
イ
タ
リ
ア
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一

番
感
激
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
人
の
人
柄
で
し
た
。
イ

タ
リ
ア
の
方
は
誰
と
で
も
気
兼
ね
な
く
接
し
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ア
ミ
リ
ー
の
方
た
ち
、
彼
ら
の
友
人
た
ち

も
本
当
に
親
切
で
し
た
。

お
別
れ
の
と
き
に
は
、
何
度
も
「
ア
イ

ラ
ヴ

ユ
ー
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉
を
、

出
会
っ
た
皆
の
事
を
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
体

験
を
通
し
て
私
は
未
来
の
鍵
を
少
し
つ
か
め
た
気
が

し
ま
し
た
。

い
つ
か
自
分

の
力
で
ま
た

ホ
ス
ト
フ
ア

ミ
リ
ー
の
方

に
必
ず
会
い

に
ゆ
き
ま
す
。

最
後
に
も
う

一
度
、
こ
ん

な
素
敵
な
経

験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３３Ｒリジョン特３Ｒリジョン特集集

ＹＥ生を駅で迎えるＬ藤井則俊
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１
．
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
し
、
月
会
費
５
、
０
０
０
円
、

事
務
局
員
な
し
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
結
成
当
初
か
ら
廃
止
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
期
は
環
境
保

護
を
考
え
た
エ
コ
グ
ッ
ズ
（
エ
コ
バ
ッ
ク
・
エ
コ
タ

ワ
シ
・
エ
コ
箸
・
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
）
を
手
作
り
、

年
２
回
の
バ
ザ
ー
で
販
売
し
、
奉
仕
活
動
資
金
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
国
際
交
流
・
支
援
（
Ｙ
Ｅ

事
業
と
パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
）
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
こ
と
は
、
人
と
比
べ
た
り
、

自
分
の
栄
光
を
求
め
た
り
す
る
精
神
を
戒
め
て
、
本

来
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
で
あ
る
労
力
奉
仕
に
喜
び

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
週
１
回
、
事
務
局

に
集
ま
り
、
会
員
一
人
一
人
が
心
を
込
め
て
手
作
り

を
す
る
、
皆
で
集
ま
っ
て
作
る
、
お
互
い
の
労
を
労

い
合
う
、
皆
で

準
備
を
す
る
、

皆
で
後
か
た
づ

け
を
す
る
。
こ

う
い
っ
た
日
常

のW
e
serv
e

活
動
を
通
し
て
、

会
員
同
士
の
心

理
的
差
別
を
な

く
し
、
一
人
一

人
の
ア
イ
デ
ィ

ア
で
個
々
が
自

由
な
発
想
で
活

動
が
で
き
ま
す
。

札
幌
か
も
が
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事

Ｌ

S
a
y
y
a
d

理
江

「
み
ん
な
の
心
を
結
集
し
て
、
社
会
貢
献
！
」

ま
た
知
人
等
へ
呼
び
か
け
、
ア
ク
ト
の
参
加
か
ら
、

知
ら
な
か
っ
た
Ｌ
Ｃ
の
奉
仕
活
動
の
賛
同
を
得
て
、

奉
仕
の
精
神
を
も
っ
た
会
員
増
強
に
多
い
に
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
作
っ
た
作
品
を
気
に

入
っ
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
い
た
瞬
間
は
と
て
も
う

れ
し
い
も
の
で
す
。

２
．
メ
ー
ル
例
会
（
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話
）
も
、

今
期
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

第
１
例
会
は
会
食
通
常
例
会
（
会
食
費
３
、
０
０

０
円
、
飲
み
放
題
）
と
し
、
第
２
例
会
は
メ
ー
ル
例

会
に
し
て
さ
ら
に
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

金
銭
面
の
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
時
間
的
負
担

の
軽
減
に
も
な
り
、
メ
ー
ル
に
よ
る
や
り
と
り
は
、

面
と
向
っ
た
会
話
で
は
語
れ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
な
っ
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
、
メ
ー
ル
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
化
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
こ
と
、
学
べ
る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
会
員
の
特

権
で
す
。

３
．
英
会
話
例
会
も
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
Ｙ
Ｅ
事
業
を
通
し
て
、
他
国
の

人
と
の
関
わ
り
か
ら
語
学
や
各
国
の
違
い
を
肌
で
学

び
、
相
互
理
解
・
差
別
や
他
と
比
較
し
な
い
、
奉
仕

の
精
神
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
際
奉
仕
団
体

で
あ
る
Ｌ
Ｃ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
会
話
が

で
き
な
い
た
め
に
、
Ｙ
Ｅ
来
日
生
の
受
け
入
れ
を
躊

躇
し
た
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
丸
投
げ
し
た
り
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
で
あ
っ
た
り

と
い
っ
た
現
状
も
あ
り
、
英
会
話
例
会
を
開
始
し
、

Ｙ
Ｅ
来
日
生
と
の
交
流
に
実
践
し
て
い
ま
す
。
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
そ
の
心
は
伝
わ
り
ま
す
が
、
言
葉

が
解
る
と
も
っ
と
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
楽
し
み
が

増
し
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
は
本
来
楽
し
い
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
当
ク
ラ
ブ
は
事
務
局
員
が
い
な
い
為
の

三
役
の
労
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
日
々
学
べ
る
喜

び
も
あ
り
、
会
員
数
が
少
な
く
で
き
な
い
活
動
も

多
々
あ
り

ま
す
が
、

少
な
い
か

ら

こ

そ

「
み
ん
な

の
心
を
結

集
し
て
、

で
き
る
私

達
の
特
色

あ
る
社
会

貢
献
！
」

は
誇
り
で

も
あ
り
ま

す
。

エコグッズ

エコグッズバザー

ＹＥ来日生歓迎例会
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去
る

月
４
日
（
水
）
恒
例
の
６
ク
ラ
ブ
合
同
例

11

会
が
、
Ｚ
Ｃ
Ｐ
の
Ｌ
菊
池
正
徳
を
お
迎
え
し
て
、
札

幌
か
も
が
わ
Ｌ
Ｃ
の
当
番
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
か
も
が
わ
Ｌ
Ｃ
の
例
会
場
の
、
銀
座
ラ

イ
オ
ン
ス
ス
キ
ノ
ラ
フ
ィ
ラ
店（
８
階
）を
借
り
切
っ

て
、
６
ク
ラ
ブ
（
１
３
９
名
）
が
一
同
に
会
し
ま
し

た
。今

期
の
伊
藤
信
賢
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
人
と
人
の
心
の
和
を
大
切
に
」、
経
費
節
約
と
改

善
を
見
倣
っ
て
計
画
を
立
て
、
手
作
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
簡
素
化
し
ま
し
た
。

一
、
座
席
は
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
以
外
は
、

く
じ
で
決
め
て
、
そ
の
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
賞

品
の
当
た
る
ク
イ
ズ
に
も
使

用
し
ま
し
た
。

二
、
６
ク
ラ
ブ
の
大
バ
ナ
ー
の
持

込
み
は
や
め

三
、
国
歌
斉
唱
は
中
止

四
、
テ
ー
ル
・
ツ
イ
ス
タ
ー
タ
イ

ム
中
止

五
、
会
費
は
４
、
０
０
０
円
（
各

種
飲
物
飲
み
放
題
）

会
員
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
調

べ
に
の
っ
て
開
会
し
、
パ
ソ
コ
ン

と
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
順
調
に
進

行
し
ま
し
た
。

つ
い
で
、
札
幌
ユ
ー
ト
ピ
ア
Ｌ

Ｃ
会
長
Ｌ
荒
木
順
一
の
ご
紹
介
に

よ
り
、
Ｚ
Ｃ
Ｐ
菊
池
正
徳
ラ
イ
オ

３３Ｒリジョン特３Ｒリジョン特集集

札
幌
か
も
が
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事

Ｌ

S
a
y
y
a
d

理
江

第
３
Ｒ
第
１
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
訪
問
６
ク
ラ
ブ
合
同
例
会

ン
の
格
調
高
い
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
札
幌
か
も
が
わ
Ｌ
Ｃ
の
夏
期
受
け
入
れ
Ｙ

Ｅ
生
の
オ
ザ
ン
さ
ん
（
ト
ル
コ
）
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
披
露
に
始
ま
っ
て
、
英
会
話
ク
イ
ズ
や
賞
品
が
当

た
る
ク
イ
ズ
タ
イ
ム
で
は
、
会
場
が
白
熱
し
ま
し
た
。

特
に
当
ク
ラ
ブ
会
員
手
作
り
エ
コ
グ
ッ
ズ
賞
品
は
、

大
評
判
で
し
た
。

す
す
き
の
ラ
フ
ィ
ラ
８
階
の
会
場
は
、
広
い
窓
に

囲
ま
れ
、
す
す
き
の
十
字
街
の
時
計
塔
（
札
幌
ポ
プ

ラ
Ｌ
Ｃ
寄
贈
）
が
夜
景
に
映
え
、
会
員
は
ネ
オ
ン
に

酔
い
し
れ
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
は
益
々

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

「
ま
た
会
う
日
ま
で
」の
斉
唱
で
散
会
し
ま
し
た
が
、

余
韻
は
ま
だ
覚
め
や
ら
ず
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン
の
閉
店

ま
で
他
ク
ラ
ブ
の
ラ
イ
オ
ン
達
と
豊
か
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
費
は
１
、
０
０
０
円
で
し
た
。

３Ｒ１ＺＺＣＰ訪問合同例会１（本日の主役）

３Ｒ１ＺＺＣＰ訪問合同例会２

３Ｒ１ＺＺＣＰ訪問合同例会３

No.5

• I wonder if we can Move To Grow?

� YES, WE CAN !!

• I am so pleased to meet you again!

• May I have your name again?

�My name is � ��

• I really hope so !
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当
ク
ラ
ブ
の
開
催
す
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
通

算
で
２
回
目
で
あ
る
。
本
年
度
の
当
ク
ラ
ブ
会
長
Ｌ

末
神
裕
昭
執
行
部
で
の
開
催
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が

当
会
長
は
や
る
気
満
々
で
あ
り
、
本
人
の
母
校
で
あ

る
札
幌
市
立
北
栄
中
学
校
（
札
幌
市
東
区
北

条
東

33

２
丁
目
１
―
１
）
に
お
い
て
全
校
生
徒
５
１
７
名
と

先
生

名
更
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
も
交
え
約
６
０
０
名

41 札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事

Ｌ
蛭
田
清
樹
郎

薬
物
乱
用
防
止
教
室
開
催
報
告

の
教
室
を
開
催
し
た
い
と
の
発
言
に
よ

り
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

開
催
準
備
に
お
い
て
は
、
当
ク
ラ
ブ

三
役
と
担
当
委
員
会
内
で
協
議
が
行
わ

れ
た
。
学
校
側
の
要
望
は
、
全
校
生
徒

を
１
回
で
行
っ
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
教
室
の
開
催

の
目
的
は
「
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
、

１
回
で
も
使
用
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
教
え
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
あ
い
、
全
校
生
徒
５
１
７
名
を
１
度

に
行
う
こ
と
は
無
理
と
の
見
解
と
な
っ

た
。そ

の
後
、
学
校
を
訪
問
し
、
関
係
す

る
先
生
数
名
と
打
合
せ
を
行
っ
た
。
学

校
側
は
、
授
業
時
間

分
（
１
時
限
）

50

の
中
で
全
校
生
徒
５
１
７
名
を
一
同
に

開
催
の
要
望
で
あ
る
。
し
か
し
、
体
育

館
へ
の
移
動
だ
け
で
時
間
は
費
や
さ
れ

１
時
限
で
は
無
理
が
あ
り
、
全
校
生
徒

５
１
７
名
で
は
本
来
伝
え
た
い
こ
と
が

伝
わ
ら
な
い
こ
と
の
理
解
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
５
時
限
目
に
３
年
生
を
視

聴
覚
室
で
、
６
時
限
目
に
２
年
生
と
３

年
生
そ
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
を
体
育
館

で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
薬
物

乱
用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
当
日
昼

休
み
時
間
か
ら
午
後
４
時

分
ま
で
玄

30

関
に
配
置
し
見
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
。当

日
、
生
徒
の
皆
は
真
剣
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、

薬
物
乱
用
防
止
教
育
講
師
の
話
を
聞
き
、
最
後
は
み

ん
な
で
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
を
声
高
ら
か
に
掲
げ

終
了
し
た
。
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
お
じ
さ
ん
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の

言
葉
が
多
く
、
元
気
な
生
徒
の
笑
顔
が
ラ
イ
オ
ン
の

心
を
癒
し
て
く
れ
る
の
を
感
じ
た
。
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１
９
７
１
年
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
受
け
て
か
ら
、

再
来
期
に
は

周
年
を
迎
え
る
当
札
幌
す
ず
ら
ん
ラ

40

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
献
血
を
軸
に
、
少
年
野
球
、

交
通
安
全
街
頭
啓
発
、
植
樹
、
ま
た
近
年
で
は
、
薬

物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
、

Ａ
Ｃ
Ｔ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

継
続
献
血
推
進
Ａ
Ｃ
Ｔ

献
血
推
進
、
当
ク
ラ
ブ
の
軸
を
な
す
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
、
札
幌
二
ヶ
所
の
献
血
セ
ン
タ
ー
に

て
、
街
頭
で
の
献
血
の
お
願
い
の
呼
び
か
け
、
さ
ら

に
は
ク
ラ
ブ
員
の
献
血
、
お
よ
び
献
血
協
力
者
の
方

へ
の
粗
品
提
供
な
ど
、
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
期
は
、

年
以
上
の
努
力
が
実
り
、
日

25

本
赤
十
字
様
か
ら
、
第

回
献
血
運
動
推
進
全
国
大

45

会
に
て
、
日
本
赤
十
字
社
支
部
長
感
謝
状
並
び
に
、

献
血
功
労
表
彰
「
金
色
有
功
章
」
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

札
幌
す
ず
ら
ん
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
関

義
孝

愛
と
心
を
込
め
た
、
無
欲
の
奉
仕

今
後
も
、
金
色
有
功
章
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
心

血
を
注
い
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

札
幌
す
ず
ら
ん
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
争
奪

少
年
軟
式
野
球
大
会

こ
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
子
供
達
の
笑
顔
、
監
督
達
の
情

熱
に
支
え
ら
れ
、
今
期
に
は
、
通
算

年
を
迎
え
る

15

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
生
懸
命
に
野
球

を
す
る
子
供
た
ち
の

背
中
を
後
押
し
し
て

あ
げ
た
い

の
気
持

!!

ち
で
続
け
て
来
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
、

こ
の
大
会
に
参
加
し

た
事
の
あ
る
当
時
小

学
生
の
児
童
が
、
高

校
生
と
な
り
甲
子
園

に
出
場
し
た
と
い
う
、

嬉
し
い
報
告
も
頂
き

ま
し
た
。

同
時
に
、
大
会
出

場
選
手
の
子
供
た
ち
、

大
会
関
係
者
、
全
員

に
よ
る
交
通
安
全
街

頭
啓
発
も
行
い
、
走

行
し
て
い
る
車
の
運

転
さ
れ
て
い
る
方
々

に
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
て
お
り
ま
す
。

薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

近
年
の
社
会
に
お
い
て
、
薬
物
の
氾
濫
は
、
大
変

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
危
機
的
な
状
況
に
、
当
す
ず
ら
ん
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
を
社
会
に
啓
発
す

る
た
め
に
、
会
員
に
よ
る
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定

講
師
養
成
講
座
の
受
講
、
ま
た
、
青
少
年
育
成
の
た

め
に
、
認
定
講
師
に
よ
る
、
小
学
校
で
の
講
義
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

今
期
は
、
新

し
い
試
み
と
し

て
、
札
幌
市
西

区
西
町
の
第
三

町
内
会
様
の
夏

祭
り
に
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
薬
物

乱
用
防
止
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
を

借
り
受
け
、
多

く
の
ク
ラ
ブ
員

を
動
員
し
、
広

く
一
般
市
民
の

方
々
に
、
薬
物
乱
用
の
怖
さ
、
危
険
性
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
札
幌
す
ず
ら
ん
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
以
上

の
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
他
に
も
、
植
樹
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
深
く
、

よ
り
広
く
社
会
奉
仕
に
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
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一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
四
月
札
幌
す
ず

ら
ん
Ｌ
Ｃ
よ
り
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
し
て
結
成
さ
れ

た
我
が
ク
ラ
ブ
は
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
を
め
ざ

し
て
翌
一
九
八
〇
年
一
月
に
第
一
回
札
幌
は
ま
な
す

Ｌ
Ｃ
杯
全
国
少
年
ジ
ャ
ン
プ
大
会
を
開
催
し
て
昨
年

七
月
で
満
三
十
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
間
、
札
幌
ジ
ャ
ン
プ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
役

員
、
父
母
の
会
、
Ｏ
Ｂ
の
人
達
、
札
幌
ス
キ
ー
連
盟

役
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
主
催
者
で
あ

る
我
が
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
の
奉
仕
に
よ
っ
て
大
会
が

運
営
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
正
に
「
継
続

は
力
な
り
」
で
そ
の
間
、
数
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
が
育
ち
世
界
へ
飛
び
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
一
月
三
日
、
荒
井
山
シ
ャ
ン

ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
近
年
の
雪
不
足

で
冬
の
開
催
が
大
変
む
ず
か
し
く
な
り
、
昨
年
の
第

三
十
回
大
会
よ
り
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
と
し
て
時

季
を
夏
に
移
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
選
手
の
小
・
中
学
生
が
夏
休
み
の
最
中
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
野
、
群
馬
、
新
潟
、
秋
田
、

福
島
、
岩
手
、
青
森
を
は
じ
め
道
内
各
地
の
ジ
ャ
ン

プ
少
年
団
か
ら
、
合
計
十
三
団
体
百
余
名
の
選
手
が

大
会
に
参
加
し
て
、
昨
年
七
月
二
十
八
日
（
火
）
午

後
一
時
よ
り
荒
井
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
平
日
に
も
拘
ら
ず
、
お
手
伝
い
の
方
々
、
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
が
多
数
、
参
加
さ
れ
、
大
会
長
の
当
ク

ラ
ブ
会
長
細
川
勉
Ｌ
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
第
三
Ｒ

第
二
Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
小
松
耕
治
Ｌ
の
ご

来
賓
挨
拶
を
頂
き
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
今
迄
の

二
十
九
回
の
大
会
は
す
べ
て
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
し
た
が
今
回
初
め
て
の
暖
か
い

夏
の
大
会
と
い
う
こ
と
で
若
干
の
と
ま
ど
い
も
あ
り

ま
し
た
が
、
選
手
達
の
元
気
な
ジ
ャ
ン
プ
姿
に
接
す

る
と
我
々
の
こ
れ
迄
の
苦
労
が
一
瞬
の
う
ち
に
フ
ッ

飛
ん
で
し
ま
い
、
逆
に
選
手
達
よ
り
勇
気
と
感
動
を

も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
先
も
、
こ
の
大
会
を
継
続
、
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
と
誓
い
も
新
た
に
し
た
所
で
す
。

最
後
に
毎
年
、
本
大
会
に
は
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
が
叶

わ
ず
、
大
変
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

札
幌
は
ま
な
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
鈴
木

康
夫

年
間
継
続
の
札
幌
は
ま
な
す
Ｌ
Ｃ
杯
全
国
少
年
ジ
ャ
ン
プ
大
会

30

開会式で挨拶する小松ゾーンチェアパーソン（３Ｒ２Ｚ）

全国各地から参加したジャンプ少年団の選手達（開会式にて）

将来のオリンピック選手をめざして飛び出すチビッコ選手
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今
期
の
活
動
の
中
で
全
員
参
加
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
低
予
算
で
何
か
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？
と
の

意
見
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
競
争
も
し
よ
う
と
思

い
立
ち
ク
ラ
ブ
内
で
班
を
作
り
、
班
毎
の
対
抗
戦
で

リ
ン
グ
プ
ル
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
活
動
と
寄
付

を
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
始
め
ま
し
た
。

御
承
知
の
通
り
リ
ン
グ
プ
ル
は
収
集
量
に
応
じ
て

車
い
す
や
介
護
用
品
に
交
換
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

リ
ン
グ
プ
ル
５
０
０
㎏
～
７
０
０
㎏
で
車
い
す
１
台

位
に
交
換
出
来
る
の
で
は
と
聞
い
て
い
ま
す
。
な
ん

と
か
頑
張
っ
て
車
い
す
を
寄
贈
し
た
い
と
メ
ン
バ
ー

全
員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
と
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

の
事
で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
再
資
源
化

す
る
事
で
、
ご
み
の
減
量
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
に

な
る
分
は
換
金
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
世
界
の
発
展
途
上

国
の
子
供
達
に
贈
る
活
動
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
が
４
０
０
個
で
約
10

円
に
換
金
出
来
る
そ
う
で
す
。

世
界
の
発
展
途
上
国
の
子
供
達
に
は
栄
養
失
調
や

下
痢
、
予
防
出
来
る
感
染
症
で
命
を
落
と
す
子
供
達

や
、
重
い
後
遺
症
で
苦
し
ん
で
い
る
子
供
達
が
沢
山

い
る
そ
う
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
さ
え
あ
れ
ば
助
か
る
子
供
達
の
命
が
世

界
で
１
日
、
約
６
０
０
０
人
い
る
そ
う
で
す
。

自
分
た
ち
の
活
動
で
、
そ
の
子
供
達
の
１
人
で
も

多
く
の
子
供
を
救
う
事
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
な

と
想
い
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
中
で
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
競
い
合
っ
て

リ
ン
グ
プ
ル
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
収
集
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
当
ク
ラ
ブ
で
毎
年
行
っ
て
い
る
、
少
年
少
女

柔
道
大
会
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
２
月

日
に
開
催

28

し
ま
す
が
、
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
子
供
達
や
家
族

の
皆
様
に
も
リ
ン
グ
プ
ル
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
収
集
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

沢
山
の
リ
ン
グ
プ
ル
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
が
集
ま
り
、
多
く
の
車
い
す
や
ワ
ク
チ
ン
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
事
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
な

と
今
か
ら
期
待
を
膨
ら
ま
し
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
様
も
参
加
し
て
み
て
下

さ
い
。

札
幌
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
斉
藤

博
之

札
幌
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン

北
斗
の
真
価
と
北
斗
の
進
化
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去
る
平
成

年
９
月

日
、
日
本
プ
ロ
野
球
パ

21

23

リ
ー
グ
公
式
戦
北
海
道
日
本
ハ
ム
Ｖ
Ｓ
埼
玉
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
が
パ
リ
ー
グ
リ
ー
グ

優
勝
ま
で
あ
と
わ
ず
か
！
そ
ん
な
試
合
を
黒
松
内
つ

く
し
園
（
養
護
福
祉
施
設
）
の
子
供
た
ち
と
札
幌
テ

イ
ネ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
総
勢

名
で

50

観
戦
し
て
き
ま
し
た
。
１
昨
年
よ
り
始
め
た
Ａ
Ｃ
Ｔ

今
回
で
３
回
目
に
し
て
初
め
て
野
球
観
戦
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
札
幌
テ
イ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ア
遊
園
地

で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
が
屋
外
で
、
ま
た
秋
と
い
う

事
も
あ
り
天
候
次
第
で
そ
の
成
否
が
決
定
し
ま

う
・
・
・『
何
か
代
替
案
は
？
』
理
事
会
・
例
会
・

実
行
委
員
会
で
も
ん
だ
末
に
『
日
ハ
ム
の
応
援
に
行

こ
う
！
』と
決
ま
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。『
子
供
達
は

喜
ん
で
く
れ

る

だ

ろ

う

か
？
』、『
何

人
来
る
だ
ろ

う
か
？
』
そ

ん
な
心
配
ば

か
り
し
て
お

り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
当

日
札
幌
ド
ー

ム
の
駐
車
場

に
１
台
の
バ

ス
が
ゆ
っ
く

り
入
っ
て
き

た
、
そ
し
て 札

幌
テ
イ
ネ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
蓑
輪

雅
宏

野
球
観
戦
Ａ
Ｃ
Ｔ

子
供
達
が
一
人

ま
た
一
人
と
バ

ス
か
ら
降
り
て

き
た
『
お
～
大

き
く
な
っ
た
な

～
～
』
そ
ん
な

声
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
し
て

子
、
孫
を
迎
え

る
親
の
顔
に

な
っ
て
い
た
ラ

イ
オ
ン
が
沢
山

お
り
ま
し
た
。

ど
こ
か
ら
か

『
は
い
！
集
合

写
真
！
』
そ
の

後
球
場
内
へ
迷

子
に
な
っ
た
ら
大
変
！
ラ
イ
オ
ン
の
目
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
を
見
て
、
ま
る
で
警
備
員
さ
ん
の
よ
う
で
す
。

お
弁
当
を
片
手
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
！
試
合
は
少
し
長

く
な
り
途
中
で
飽
き
て
し
ま
っ
た
子
供
達
！
日
ハ
ム

も
負
け
て
し
ま
い
な
に
か
ど
ん
よ
り
し
た
気
分
で
お

見
送
り
。『
ま
た
来
年
な
～
！
』、『
オ
ジ
サ
ン
ま
た

ね
～
～
』
ま
た
子
供
た
ち
に
励
ま
さ
れ
た
感
じ
の
１

日
だ
っ
た
。

札
幌
テ
イ
ネ
ラ
イ
オ
ン
ズ
も

周
年
を
迎
え
る
に

25

あ
た
り
様
々
な
周
年
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
無
事
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
環
境
Ａ
Ｃ
Ｔ
前
田
森
林
公
園

内
に
エ
ゾ
ヤ
マ
桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
少
な

い
本
数
を
継
続
植
樹
す
る
事
に
よ
り
子
孫
の
時
代
に

見
事
な
桜
並
木
が
出
来
、
親
子
連
れ
で
花
見
！
そ
ん

な
光
景
を
描
く
夢
街
道
。
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ

た
Ａ
Ｃ
Ｔ
で
あ
っ
た
。
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我
札
幌
西
Ｌ
Ｃ
は
、
今
年
『
創
立

周
年
』
を
迎

15

え
る
！

恐
ら
く
こ
の
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
誌
が
皆
様
の
目
に
届
く
頃

は
、
Ｃ
Ｎ

周
年
記
念
は
終
え
て
い
る
事
と
思
う
。

15

我
ク
ラ
ブ
は
創
立
以
来
、
二
つ
の
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
Ｙ
Ｅ
事
業
で
有
り
、

も
う
一
つ
は
札
幌
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
へ
の

『
海
水
浴
会
』・『
ク
リ
ス
マ
ス
会
』・『
成
人
式
』
等

の
支
援
事
業
で
有
り
ま
す
。

肢
体
不
自
由
児
者
を
抱
え
る
父
母
が
、
一
年
に
一

度
子
供
達
を
海
に
連
れ
て
行
き
、
潮
風
に
当
ら
せ
又

札
幌
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
橋
本

征
男

『
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
思
い
を
込
め
て
』

海
水
に
浴
し
た
時
、
そ
の
子
の
身
体
に
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
、
そ
ん
な
思
い
で
海
水
浴
会
を
企
画
す
る

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ
ん
達
の
集
り
が
少
な
い
、

何
故
な
ら
学
生
達
が
夏
休
み
で
帰
省
時
期
に
当
る
為

だ
！
そ
ん
な
話
を
聞
き
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

海
水
浴
会
場
が
小
樽
の
ド
リ
ー
ム
ビ
ー
チ
で
あ
っ

た
為
、
そ
の
近
郊
の
高
校
生
に
お
手
伝
い
を
お
願
い

を
し
て
は
と
も
く
ろ
み
ま
し
た
。
何
故
な
ら
我
々
ラ

イ
オ
ン
が
直
接
介
護
す
る
に
は
荷
が
重
す
ぎ
た
か
ら

で
す
。

丁
度
札
幌
稲
西
高
校
の
部
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
が
有
る
事
を
聞
き
、
担
当
の
教
諭
と
相
談
を
し
、

手
稲
区
内
の
道
立
高
校
（
札
幌
手
稲
・
稲
雲
・
稲

北
・
稲
西
）
に
協
力
を
依
頼
・
呼
び
掛
け
を
さ
せ
て

頂
き
、
実
に
毎
年

人
以
上
の
高
校
生
が
参
加
さ
れ

50

身
体
の
不
自
由
な
子
供
達
と
正
面
か
ら
解
け
込
ん
で

楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

事
業
の
解
散
の
時
、
高
校
の
代
表
が
『
私
達
は
今

日
、
素
晴
し
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
迄

は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
偏
見
な
目
で
身
体
の
不
自
由

な
子
供
達
を
避
け
て
通
っ
て
来
た
様
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
今
日
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
子
供
達
の
明
る
い

笑
顔
に
接
し
た
時
、
今
迄
の
偏
見
を
恥
じ
る
と
共
に
、

今
後
積
極
的
に
子
供
達
に
接
し
て
行
き
た
い
、
将
来

は
福
祉
の
方
向
に
向
っ
て
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
』
そ
ん
な
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。（
そ
の
高
校
生

は
今
福
祉
関
係
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
を
し
て
い

る
と
伺
っ
て
居
り
ま
す
）。

そ
の
ご
挨
拶
が
き
っ
か
け
で
、
参
加
を
頂
く
高
校

生
か
ら
体
験
感
想
文
を
戴
き
、
当
ク
ラ
ブ
の
選
考
委

員
会
が
選
出
し
た
二
名
の
方
に
Ｙ
Ｅ
生
と
し
て
派
遣

を
さ
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。

け
し
て
継
続
を
重
視
し
た
Ａ
Ｃ
Ｔ
で
は
有
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
奉
仕
に
思
い
を
込
め
て
継
続
し
て
い
る

の
が
我
札
幌
西
Ｌ
Ｃ
の
姿
で
す
。
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今
回
、
江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
少
し

だ
け
さ
せ
て
も
ら
い
道
産
小
麦
「
幻
の
粉
ハ
ル
ユ
タ

カ
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
結
成
式
昭
和

年
35

２
月

日
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
昭
和

年
６
月
３

24

36

日
、
日
本
で
１
６
３
番
目
、
３
３
１
で

番
目
、
３

16

３
１
―
Ａ
地
区
で
６
番
目
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ

は
札
幌
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
す
。
又
チ
ャ
ー
タ
ー

メ
ン
バ
ー
は

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
聞
い
て
い
ま

24

す
。江

別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
平
成

年
に

周
年

21

50

を
迎
え

月
に
大
勢
の
お
客
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き

10

式
典
・
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
会
員
数

名
50

で
す
が
、
今
後
も
増
員
に
力
を
入
れ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

江
別
市
は
、
冬
は
や
や
寒
く
、
夏
は
や
や
暑
い
準

大
陸
性
気
候
で
す
。
特
に
江
別
と
美
幌
は
農
作
物
に

適
し
て
い
る
気
候
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

小
麦
品
種
ハ
ル
ユ
タ
カ
は
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平

成
に
か
け
て
世
の
中
に
登
場
し
ま
し
た
。

お
米
の
生
産
調
整
が
始
ま
り
転
作
作
物
と
し
て
小

麦
の
優
良
品
種
を
育
種
し
始
め
た
の
が
昭
和

年
こ

50

ろ
で
す
か
ら
気
の
遠
く
な
る
話
で
す
。

ハ
ル
ユ
タ
カ
は
北
海
道
立
農
業
試
験
場
で
生
ま
れ

ま
し
た
の
で
生
粋
の
道
産
子
で
す
が
、
本
当
は
小
麦

の
血
筋
で
言
う
と
世
界
各
国
の
麦
が
関
っ
て
い
ま
す

の
で
混
血
で
す
。
は
じ
め
は
麺
類
に
適
す
る
も
の
と

し
て
開
発
さ
れ
た
の
で
す
が
、
粉
屋
の
評
価
は
さ
ん

ざ
ん
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

中
谷

美
明

「
幻
の
粉
ハ
ル
ユ
タ
カ
」

も
ち
ろ
ん

年
も
前
は
地
産
地
消
や
安
心
安
全
が
も

25

て
は
や
さ
れ
る
今
と
は
大
違
い
で
す
か
ら
地
物
は
捨

て
去
ら
れ
る
感
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
か
ら
原
発
事
故
や
、
薬

害
被
害
等
を
き
っ
か
け
に
安
全
な
食
べ
物
を
国
産
に

求
め
る
人
々
が
現
れ
、
国
産
小
麦
で
パ
ン
を
食
べ
た

い
と
す
る
消
費
者
が
現
れ
て
来
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
ハ
ル
ユ
タ
カ
は
タ
ン
パ
ク
含
有
率
が
国

産
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
し
た
の
で
パ
ン
粉
と

し
て
使
え
な
い
か
試
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
素
晴
し

い
ふ
く
ら
み
と
味
わ
い
の
あ
る
パ
ン
に
な
っ
た
の
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
ハ
ル
ユ
タ
カ
の
運
命
は
大
転
換

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
へ
旅
に
出
た
の
で
す
。

あ
る
時
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
又
パ
ン
を
作
ら
れ
た

家
庭
の
奥
様
の
口
コ
ミ
や
、
パ
ン
教
室
の
先
生
に
気

に
入
ら
れ
な
が
ら
勝
手
に
動
き
回
っ
て
行
っ
た
の
が

ハ
ル
ユ
タ
カ
で
す
。
不
幸
な
誕
生
で
し
た
が
そ
の
逆

境
を
は
ね
退
け
る
素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
持
っ
て
い

た
の
で
す
。
そ
し
て
「
幻
の
粉
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

国
産
小
麦
は
全
体
で

％
を
ま
か
な
う
事
し
か
出

15

来
ま
せ
ん
が
、
国
産
小
麦
の
評
価
を
変
え
る
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
っ
た
小
麦
で
す
か
ら
皆
さ
ん
ほ
め
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

誕
生
の
経
緯
も
さ
る
事
な
が
ら
、
生
産
が
難
し
い

事
も
あ
り
農
家
の
方
か
ら
い
や
が
ら
れ
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
生
産
が
増
え
ま
せ
ん
。
特
に
本

州
方
面
で
は
中
々
手
に
入
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
い
つ

の
間
に
か
「
幻
の
粉
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
生
産
を
増
や
し
、
皆
さ

ん
の
口
に
何
と
か
た
く
さ
ん
届
く
よ
う
に
と
努
力
し

て
い
る
と
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
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当
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地
域
に

絆

奉
仕
の
心
で
」
の
も
と
私
達
を
育
て
て
く
れ
た

故
郷
・
地
域
に
感
謝
し
、
子
供
達
そ
し
て
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
お
手
伝
い
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
健
康
づ

く
り
、
人
と
人
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
人
づ
く
り

を
一
番
に
考
え
町
民
を
対
象
と
し
た
新
規
事
業
「
当

別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
第
１
回
町
内
会
対
抗

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ

当
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
下
段

聡

『
第
１
回
町
内
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
』

が
主
催
し
広
く
町
民
の
方
々
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
、
地
域
と
地
域
の
絆
そ
し
て
健
康
と
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

チ
ー
ム
（
１
チ
ー

25

ム
４
名
）
１
０
０
名
の
参
加
を
頂
き
青
空
の
下
健
康

的
な
一
日
を
町
民
と
共
に
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

優
勝
、
準
優
勝
は
同
ス
コ
ア
ー
に
な
り
、
プ
レ
ー
オ

フ
で
の
決
戦
と
い
う
劇
的
な
優
勝
決
定
戦
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
は
毎
年
続

け
て
欲
し
い
と
い
う
声
を
頂
き
ま
し
て
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
理
解
を
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
員
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
も
今
年
度
５
名
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
６
名
の
新
メ
ン
バ
ー
の
入
会

が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
若
い

有
能
な
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
に

大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ク
ト
報
告
で
す
が
、
交
通
安
全
啓
発
ア
ク
ト
を

春
夏
秋
冬
４
回
当
別
町
交
通
安
全
協
会
の
協
力
の
も

と
、
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
、
交
通
事
故
の
撲
滅
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
の
ま
ち
当
別
町
は
今

年
開
拓
１
４
０
年
を
迎
え
ま
す
。
先
人
達
の
苦
労
や

開
拓
の
厳
し
さ
を
振
り
返
り
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パークゴルフ大会

パークゴルフ大会プレーオフ

夏の交通安全運動
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昨
年
十
二
月
、
石
狩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て

初
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌

リ
バ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
札
幌
中
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
御
協
力
を
得
て
、
石
狩
小
学
校
、
紅

葉
山
小
学
校
、
紅
南
小
学
校
の
三
校
の
六
年
生
対
象

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
芸
能
人
の
薬
物

乱
用
事
件
が
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
を
賑
わ
せ
て
い
た
事

も
あ
り
、
子
供
達
も
真
剣
で
興
味
深
い
表
情
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

石
狩
、
紅
葉
山
の
二
校
に
つ
い
て
は
札
幌
リ
バ

テ
ィ
、
札
幌
中
島
の
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
講
師

を
お
願
い
し
、
紅
南
は
我
が
ク
ラ
ブ
の
花
田
幹
事
が

講
師
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。
最
初
は

緊
張
し
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、
自
ら
作
成
し
た
紙

芝
居
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
話
に
、
子
供
達
も
最
後

ま
で
飽
き
ず
に
聞
き
入
っ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

最
後
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
を
し
て
も
ら
い
、

石
狩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

沖
野

義
章

薬
物
乱
用
防
止
教
室
開
催
と
聴
覚
障
害
へ
の
支
援
活
動

（
子
供
達
に
は
こ
れ
が
一
番
楽
し
か
っ
た
様
子
）
終

了
し
ま
し
た
。
三
校
と
も
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
、

講
師
の
資
格
所
有
者
を
増
や
し
、
継
続
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

尚
、
昨
年
度
よ
り
聴
覚
障
害
者
の
支
援
団
体
に
対

す
る
援
助
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
聴
覚
障

害
者
を
持
つ
親
の
会
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
耳
の
里
親
会
の

二
団
体
に
金
銭
的
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

台
風
に
よ
る
大
洪
水
で
水
没
し
た
マ
ニ
ラ
の
聾
学
校

に
、
当
ク
ラ
ブ
か
ら
三
万
円
、
他
に
ク
ラ
ブ
会
員
個

人
と
石
狩
市
民
に
対
す
る
募
金
活
動
に
よ
り
、
合
計

十
二
万
円
ほ
ど
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
正
月

明
け
に
行
わ
れ
た
セ
ブ
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
際
に
、
マ

ニ
ラ
の
校
長
に
無
事
手
渡
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
札

幌
、
旭
川
を
中
心
に
約
七
十
六
万
円
が
集
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
言
う
と
視
覚
障
害
へ
の
援

助
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
当
ク
ラ
ブ
と
し
て

は
今
後
も
聴
覚
障
害
に
も
目
を
向
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催

今
年
度
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、
町
内
会
１
ヶ

所
、
小
学
校
２
校
で
開
講
し
ま
し
た
。

受
講
人
数
は
、
合
計
１
２
４
名
で
し
た
。

町
内
会
で
の
開
講
に
は
江
別
警
察
署
か
ら
生
活
安

全
課
の
担
当
者
の
列
席
を
い
た
だ
き
、
小
学
校
の
開

催
に
は
教
育
委
員
会
担
当
者
が
同
席
、
ま
た
、
父
兄

の
参
加
も
あ
り
地
域
ぐ
る
み
で
の
関
心
の
深
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
５
年
前
か
ら
我
が
会
員
の
Ｌ
野
々

川
を
中
心
に
薬
物
乱
用
防
止
教
室
へ
の
本
格
的
な
取

り
組
が
始
ま
り
、
今
年
度
ま
で
に

名
の
講
師
を
認

10

定
し
て
い
た
だ
き
、
組
織
率

％
を
数
え
る
ま
で
に

31

な
っ
た
事
は
会
員
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
思

い
ま
す
。

我
が
ク

ラ
ブ
の
継

続
Ａ
Ｃ
Ｔ

と
し
て
、

『
益
々
充

実
さ
せ
て

行
か
な
け

れ
ば
』
と

感
じ
る
一

年
で
し
た
。

江
別
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
西
口
熊
次
郎

『
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
の
紹
介
』

ワ
イ
ン
会
の
開
催
と
図
書
贈
呈
Ａ
Ｃ
Ｔ

図
書
贈

呈
の
原
資

事
業
と
し

て
開
催
さ

れ
る
ワ
イ

ン
会
が
、

ボ

ジ

ョ

レ

ー
・

ヌ
ー
ボ
ー

解
禁
直
後

の

月
11

21

日
に
来
場

者
２
３
５

名
を
お
迎

え
し
、
盛

大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
月

田
教
育
長

や
６
Ｒ
か

ら
も
沢
山

の
方
々
に

参
加
し
て

い
た
だ
い

た
事
に
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
度

で
、

年
間
の
継
続
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
し
て
総
額
３
、
６
０

18

２
、
６
３
７
円
の
寄
贈
額
に
達
し
、
今
年
は
江
別
第

２
小
学
校
と
江
別
第
３
中
学
校
に
寄
贈
い
た
し
ま
し

た
。

当
日
は
Ｋ
ｅ
ｎ
ｊ
ａ
ｈ
さ
ん
の
歌
や
、
葛
西
さ
ん

の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
、

最
後
に
は
ワ
イ
ン
が
当
る
大
抽
選
会
が
あ
り
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

盲
導
犬
ミ
ー
ナ
の
募
金

月

日
に
行
わ
れ
た
『
ワ
イ
ン
会
』
の
席
上
、

11

21

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
ミ
ー
ナ
の
募
金
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
５
４
、
８
６
８
円
も
の
募
金
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ク
ラ
ブ
会
員
の
有
志
か
ら
の
募
金
を
た

し
て
、
去
る
１
月
の
第
１
例
会
に
於
い
て
、
北
海
道

盲
導
犬
協
会
か
ら

和
田
所
長
、
大
徳
部
長
、
ビ
オ

ラ
号
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

万
円
を
寄
付
い
た
し

10

ま
し
た
。
ご
協
力
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

薬物乱用防止教室（小学校）

ワイン会図書贈呈ＡＣＴ

盲導犬ミーナ募金
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継
続
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
市
内
小
・
中
・
高

校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
「
第
９
回
キ
ラ
キ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
参
加
６
校
７
団
体
総
勢
２
５
０
名
、
観

客
１
０
０
０
名
を
迎
え
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

第
３
部
で
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
Ｌ
伊
藤
信
賢
か
ら

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
千
歳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の

激
励
と
参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ
希
望
の
エ
ー
ル
を
頂

き
ま
し
た
。

同
じ
事
業
を
継
続
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
た

い
へ
ん
体
力
も
使
い
ま

す
し
そ
の
時
代
背
景
も

考
慮
し
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

第
１
回
目
の
企
画
立

案
に
関
わ
っ
た
先
輩
Ｌ

に
は
頭
が
下
が
る
思
い

で
い
ま
す
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
生
徒

た
ち
も
放
課
後
、
日
曜
日
と
少
な
い
練
習
量
で
す
ば

ら
し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
年
間
発
表
す
る
場
が
少
な
く
、
キ
ラ
コ
ン

が
市
内
の
皆
さ
ん
に
唯
一
発
表
で
き
る
場
と
し
て
定

着
し
た
よ
う
で
す
。

今
年

回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

10

先
何
人
の
演
奏
家
が
こ
の
千
歳
か
ら
巣
立
っ
て
ゆ
く

で
し
ょ
う
か
。

年
の
節
目
に
は
世
界
を
代
表
す
る

20

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
夢
物
語
が
現
実
に
な
っ
た
ら
ど

ん
な
に
嬉
し
い
で
し
ょ
う
か
。

子
供
た
ち
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
響
奏

し
あ
い
、
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
場
所
を
提

供
す
る
喜
び
を
こ
れ
か
ら
先
継
続
す
る
こ

と
で
、
私
ど
も
が
喜
び
の
奉
仕
と
繋
が
っ

て
行
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
喜
び
な
く
し
て
奉
仕
な
し
」「
未
来
の
喜

び
が
今
に
あ
る
」
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
先
の
考
え
に
成
り
立
っ
て
い
る

よ
う
に
、
現
実
（
既
存
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
）
と
未
来
（
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
）
が
あ
る
な
ら
ば
未
来
に
喜
び
が
感

じ
合
え
る
事
業
を
一
考
と
し
て
考
え
る

こ
と
も
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
に
望
ま
し
く
ま
た
、
新
し
い
会
員
拡

大
の
精
神
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

持
論
め
い
た
事
を
書
い
て
す
い
ま
せ

ん
が
、
若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
開
催
）

で
考
え
て
い
た
こ
と
が
頭
に
よ
ぎ
っ
て

し
ま
い
、
つ
い
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

千
歳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
山
根

俊
哉

キ
ラ
キ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て

未
来
に
向
き
合
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
考
え
る
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２
０
０
８
～
２
０
０
９
恵
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
宮
脇
ガ
バ
ナ
ー
が
輩
出
さ
れ
、
他
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
御
協
力
を
も
ち
ま
し
て
任
期
を
無
事
終
了
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
当
ク
ラ
ブ
で
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ

イ
ト
四
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
企
画
室
会

議
の
中
で
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
検
討
中
で
す

が
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

始
め
に
、
恵
庭
市
立
恵
明
中
学
校
、
恵
庭
市
立
恵

恵
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
早
坂

裕
司

四
十
五
周
年
を
迎
え

み
野
中
学
校
の
二
校
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
及
び
ス

ク
リ
ー
ン
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
一
月
に
は
薬
物
乱
用
教
室
を
恵
明
中
学
校
に
て
開

催
。
そ
の
際
に
は
、
寄
贈
さ
せ
て
頂
い
た
ス
ク
リ
ー

ン
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
例
年
青
少
年
育
成
の
た

め
、
第
二
十
四
回
青
少
年
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
集
い
を

昨
年
九
月
に
実
施
し
、
こ
の
開
催
日
に
合
わ
せ
て
恵

庭
市
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
〇
個
を
寄

贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

集
い
で
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

中
で
、
と
う
き
び
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
青
い
空
の

下
、
皆
で
大
き
い
と
う
き
び
を
目
指
し
、
参
加
者
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
事
業
に
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
四
十
五
周
年
は
、
五
月
二
十

二
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
恵
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
一
同
、
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
折
り
ま
す
。

最
後
に
、
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
第
一
五
回
ラ
イ

オ
ン
ズ
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
例
年
、
日
頃
あ
ま
り
試

合
に
出
場
出
来
な
い
小
学
校
四
年
生
以
下
の
低
学
年

を
対
象
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
少
年
団
で
は

低
学
年
対
象
の
試
合
が
少
な
い
よ
う
で
、
各
市
町
村

か
ら
参
加
希
望
が
多
数
有
り
、
年
々
こ
の
大
会
の
参

加
チ
ー
ム
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
参
加

チ
ー
ム
は
札
幌
・
当
別
・
北
広
島
・
長
沼
・
千
歳
・

恵
庭
と
、
五
つ
の
地
域
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
恵
庭

の
チ
ー
ム
が
優
勝
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

ど
の
チ
ー
ム
も
試
合
で
は
白
熱
し
た
真
剣
な
表
情
が

印
象
的
で
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
が
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
の
大
切
さ
を
学
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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北
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
こ
の
２
月

日
に

11

認
証

周
年
記
念
式
典
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

40

来
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
５
月

日
恵
庭
Ｌ
Ｃ
の
ス
ポ
ン
サ
ー

30

を
頂
き
、

名
の
メ
ン
バ
ー
を
も
っ
て
結
成
さ
れ
ま

27

し
た
。

翌
年
５
月

日
、
地
区
内

番
目
、
国
内
１
、
４

10

34

０
７
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
認
証
を
頂
き
ま
し
た
。

北
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

認
証

周
年
を
迎
え
て

40

認
証
式
を
終
え
て
１
年
後
（
１
９
７
１
年
）
伝
統

あ
る
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
Ｌ
田
村
よ
り
姉
妹

提
携
を
し
よ
う
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
広
島
県
知
事
の
灘
尾
広
吉
さ
ん
（
後
に
文
部

大
臣
）
と
北
海
道
知
事
の
町
村
金
吾
さ
ん
の
ご
媒
酌

に
よ
り
、
姉
妹
提
携
の
縁
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

全
て
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
、
お
膳
立
て
を

し
て
頂
き
、
我
が
ク
ラ
ブ
は
大
船
に
乗
っ
て
式
典
を
、

行
い
ま
し
た
。
当
時
弱
小
ク
ラ
ブ
が
本
州
の
ど
で
か

い
ク
ラ
ブ
と
の
姉
妹
提
携
、
ま
し
て
、
両
知
事
が
媒

酌
人
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
道
内
で
は

始
め
て
の
事
で
、
広
島
の
ル
ー
ツ
と
結
び
つ
き
を
強

く
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
式
典
は
札
幌
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら

数
名
が
大
挙
参
加
さ
れ
、
そ
の
後
、
植
樹
祭
や

30
広
島
村
開
拓
記
念
日
唱
歌
の
歌
碑
建
立
な
ど
素
晴
ら

し
い
お
付
き
合
い
が
今
も
継
続
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の

年
間
北
広
島
も
村
か
ら
町
へ
そ
し
て
市
へ

40

と
発
展
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
も
、
色
々
な
ア
ク
ト
を
そ
の
時
ど
き
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
、
社
会
福
祉
、
青
少
年
育
成
、
家
庭
文

庫
助
成
、
盲
導
犬
育
成
、
植
樹
事
業
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
等
々
有
り
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
少
年
野

球
大
会
が

回
を
数
え
又
テ
ィ
ボ
ー
ル
大
会
が

回

30

15

を
数
え
、
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ー
ム
に
会
場
を
移
し
大
き
く

参
加
チ
ー
ム
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
桜
の
植
樹

も
回
を
重
ね
市
内
に
桜
並
木
、
桜
公
園
も
で
き
始
め

春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

年

年
に
向
け
て
先
輩
諸
氏
の
築
か

45

50

れ
た
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
更
な
る
高
揚
を
図
る
た
め
、

邁
進
し
つ
づ
け
ま
す
。
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我
が
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ひ
と
つ
に

『
サ
ケ
の
交
流
事
業
』
が
あ
る
。

こ
れ
は
岡
山
市
西
大
寺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の

合
同
ア
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
、
今
年
で
十
四
回
目

を
数
え
る
。

サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
館
の
協
力
を
い
た
だ
き
市
内
の

祝
梅
小
学
校
児
童
が
発
眼
卵
１
、
４
０
０
粒
を
岡
山

市
の
４
小
学
校
、
９
幼
稚
園
、
岡
山
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
十
四
施
設
へ
届
け
ま
し
た
。

一
月
七
日
、
さ
け
の
ふ
る
さ
と
館
に
て
使
節
団
の

結
団
式
と
発
眼
卵
の
受
け
取
り
式
を
行
い
、
一
月
八

日
岡
山
へ
出
発
。
西
大
寺
南
小
学
校
へ
無
事
到
着
、

「
さ
け
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
集
会
」
に
出
席
し
て
、

各
学
校
、
幼
稚
園
に
手
渡
し
た
。

卵
は
三
月
末
こ
ろ
迄
現
地
で
飼
育
さ
れ
、
稚
魚
と

千
歳
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

岸
田

道
雄

「
青
少
年
健
全
育
成
事
業
」

サ
ケ
の
交
流

な
り
、
今
度
は
岡
山
の
児
童
が
持
ち
帰
り
母
な
る
川

の
千
歳
川
へ
放
流
す
る
。

子
供
達
は
生
命
の
神
秘
と
命
の
大
切
さ
を
、
体
験

を
通
じ
て
学
習
す
る
。

無
事
使
命
を
終
え
た
児
童
た
ち
は
、
近
隣
の
小
旅

行
に
参
加
し
、
歴
史
と
文
化
を
見
聞
し
て
一
月
九
日

夕
刻
に
帰
着
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
例
会
に
て
、
交
流
事
業
の
報
告
会
を
行
い

感
想
と
お
礼
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

岡
山
で
は
、
子
供
達
の
最
良
の
学
習
教
材
と
し
て

人
気
が
あ
り
、
地
元
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
に
も
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
続
け
た
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
り
ま
す
。

サケの育て方などの発表発眼卵が大きな画面で紹介された

岡山市西大寺南小学校へ到着、大歓迎をうけました

翌日、倉敷と岡山城、後楽園を見学した

サケの発眼卵を湯佐副館長より受け取る児童代表

サケの使節団で発眼卵を届ける高橋先生、石山裕
太郎君、工藤有里さん

結団式に参加したＬＣメンバーに激励され、記念
写真を一緒に…。
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今
期
２
回
目
の
「
思
春
期
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｗ
Ｓ
）
が
、
１
月
９
、

日
、

10

１
回
目
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
Ｗ
Ｓ
が
翌

日
に
そ
れ

11

ぞ
れ
札
幌
市
中
央
区
の
「
か
で
る
２
・
７
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｓ
は
、
北
海
道
教
育
大
札
幌
分
校
の
４
年
生
４

人
が
初
参
加
、
小
中
学
校
の
校
長
、
教
頭
各
２
人
、

教
諭
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
多
彩

な
顔
ぶ
れ
に
な
り
、
定
員

人
の
と
こ
ろ
、
総
勢

30

38

地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長

Ｌ
森

一
男

教
育
大
生
４
人
が
初
参
加

人
も
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
生
き
る
力
）」
と

言
う
言
葉
を
初
め
て
聞
く
人
が
多
く
、
講
師
の
篠
田

康
人
さ
ん
は
「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
と
は
、
心
身
と
も
に

前
向
き
に
生
き
て
い
く
自
己
肯
定
感
、
家
族
や
友
人

と
の
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
薬
物
の

誘
い
を
拒
絶
す
る
力
、
社
会
の
た
め
に
生
か
す
力
な

ど
で
す
」
と
、
説
明
し
ま
し
た
。

「
授
業
に
入
る
前
に
は
、
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
や

ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
の
エ
ネ
ジ
ャ
イ
ザ
ー
で
、
生
徒
の

興
味
を
引
き
、
学
習
意
欲
を
高
め
て
下
さ
い
」
と
話

し
な
が
ら
実
践
、
Ｗ
Ｓ
の
空
気
も
一
気
に
和
み
ま
し

た
。

参
加
者
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
司
会
、

報
告
、
記
録
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
ま
す
。
テ
ー

マ
に
添
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
短
冊
に
記
入
。

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
や
り
な
が
ら
、
模
造
紙
に
張

り
付
け
、
全
員
参
加
型
の
楽
し
い
授
業
を
展
開
し
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
落
ち
こ
ぼ
れ
が
出
な
い
と
の
思
い

を
強
く
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
の
教
材
を
使
っ
て
模
擬
授

業
も
し
ま
し
た
。
篠
田
さ
ん
の
巧
み
な
話
術
と
こ
の

授
業
ス
タ
イ
ル
な
ら
、
生
徒
に
も
考
え
る
力
が
付
く

と
感
じ
ま
し
た
。

２
日
間
の
Ｗ
Ｓ
が
終
わ
っ
て
、
参
加
者
は
「
学
級

づ
く
り
、
子
供
の
心
を
育
て
る
の
に
役
立
つ
と
思

う
」、
教
育
大
生
の
１
人
は
「
大
学
で
の
講
義
と
教
育

現
場
を
つ
な
ぐ
感
覚
が
得
ら
れ
た
」
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
記
入
し
ま
し
た
。

１
月
１
１
日
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
Ｗ
Ｓ
に
は
、
定

員

人
の
と
こ
ろ
ち
ょ
う
ど

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

20

20

全
員
が
、
Ｗ
Ｓ
の
参
加
者
で
復
習
と
確
認
に
努
め
、

模
擬
授
業
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
Ｗ
Ｓ
で
、
参
加
者
が
多
く
な
っ
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
中
学
校
中
心
主
義
か
ら
、
小
学
校
（
14

人
参
加
）
に
も
間
口
を
広
げ
た
事
で
す
。
参
加
者
は

全
員
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業
に
大
き
な
関

心
を
持
ち
、「
同
僚
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
す
」
と

話
し
、
引
き
続
き
Ｗ
Ｓ
の
開
催
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
の
目
標
で
あ
る
ク
エ
ス
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

導
入
し
た
「
モ
デ
ル
校
」
の
設
置
が
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
す
。

紙の皿に相手の良い面を書き込むＷＳの参加者

フォローアップＷＳで模擬授業のやり方を話し合う参加者
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平
成

年
１
月

日
に
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て

22

25

３
回
目
の
講
師
体
験
座
談
会
が
盛
会
の
う
ち
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
事
務
局
会
議
室
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
昨
年
の
倍
近
い

名
の

54

参
加
と
な
り
、
場
所
も
ホ
テ
ル
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
伊
藤
ガ
バ
ナ
ー
、
横
幕
薬
物
乱
用
防
止
委
員
長

の
熱
意
に
よ
り
薬
物
乱
用
防
止
教
室
に
対
す
る
各
ク

ラ
ブ
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
い
る
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
北
海
道
厚
生
局
麻
薬
取
締
部
の
松
谷
課
長

よ
り
「
薬
物
乱
用
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

こ
の
道

年
の
経
験
を
と
お
し
た
お
話
を
い
た
だ
き

30

ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
ガ
バ
ナ
ー
が
挨
拶
に
立
ち
、

次
な
る
世
代
を
担
う
青
少
年
に
対
す
る
薬
物
乱
用
防

止
教
室
の
必
要
性
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
実

践
講
座
と
し
て
、
札
幌
リ
バ
テ
ィ
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
深
川
よ

り
薬
害
乱
用
防
止
教
室
実
施
校
が
昨
年
度

校
で

28

地
区
薬
物
乱
用
防
止
副
委
員
長

Ｌ
末
永

仁
宏

薬
物
乱
用
防
止
教
室

講
師
体
験
座
談
会

報
告

あ
っ
た
が
本
年
度
は
現
在
ま
で
に
す
で
に

校
で
実

41

施
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

札
幌
東
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
木
戸
、
沼
田
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
佐
藤
、
札

幌
白
石
Ｌ
Ｃ
の
Ｌ
田
井
、
石
狩
Ｌ
Ｃ
の
花
田
の
４
氏

よ
り
、
学
校
と
の
交
渉
段
階
か
ら
実
施
結
果
の
ア
ン

ケ
ー
ト
ま
で
の
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
後
懇
親
会
が
開
か
れ
、「
学
校
側
に
お
い
て
も

Ｌ
Ｃ
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
に
対
す
る
評
価
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
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昨
年
７
月
に
、
ク
ラ
ブ
会
長
を
拝
命
し
、
執
行
部

で
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
あ
れ
こ
れ
模
索
し
て
お
り

ま
し
た
。

８
月
に
入
り
、
L
伊
藤
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
今
年

度
統
一
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
「
薬
物
乱
用
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
の
で
薬
物
乱
用
防
止

に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
実
行
す
る

よ
う
に
と
の
テ
ー
マ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
、

月
８
日
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
デ
ー

10

に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
数
年
前
か
ら
各
種
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
と
共
催
の
形
で
札
幌
市
内
の
中
学
生
を
対
象

に
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
様
変
わ
り
し
た

教
育
現
場
の
対
応
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
各
方
面
の

方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

月

日
よ
り
募

10

20

集
開
始
、

月
末
に
締
切
、

月
に
審
査
、
１
月
に

11

12

表
彰
式
と
い
う
段
取
り

が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
初
は
市
内
全
校
か

ら
応
募
が
あ
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
等
々
、
色
々

心
配
し
ま
し
た
が
昔
と

違
い
同
様
の
コ
ン
ク
ー

ル
が
多
く
あ
る
こ
と
や
、

勉
強
第
一
と
い
う
学
校

も
あ
り
最
終
的
に
は
13

校
か
ら
１
６
６
名
の
応

募
と
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
テ
ー
マ
に
も
関
わ
ら
ず

中
学
生
が
持
つ
溢
れ
る
力
、
素
直
な
思
い
、
そ
の
感

性
に
、
み
ん
な
目
が
さ
め
る
気
持
ち
と
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

そ
の
審
査
に
は
、
公
正
を
期
し
て
札
幌
市
立
大
学

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
齋
藤
教
授
ほ
か
２
名
の
先
生
方
に

お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

１
月

日
の
表
彰
式
当
日
、
式
典
に
は
キ
ャ
ビ

30

ネ
ッ
ト
３
役
を
は
じ
め
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
、
北

海
道
札
幌
方
面
中
央
警
察
署
、
読
売
新
聞
社
、
札
幌

市
立
大
学
、
札
幌
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
が
見
守
る
中
で
懐
か
し
い
？
緊
張

感
に
包
ま
れ
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
伊
藤
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
中
央

警
察
署
の
松
崎
警
部
に
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
に
つ

い
て
の
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
緊
張
で
固
ま
っ
て

い
る
受
賞
者

名
１
人
ず
つ
に
表
彰
状
と
副
賞
を
手

22

渡
し
、
そ
の
後
、
受
賞
作
品
の
講
評
を
齋
藤
教
授
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
全
員
と
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
無

事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
あ
っ
と
言
う
間
の
５
ヶ
月
間

で
し
た
が
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
中
学
生
に
負
け
な

い
よ
う
当
ク
ラ
ブ
の
若
手
を
中
心
に
、
今
出
来
る
こ

と
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
思
い
を
こ
め
一
生
懸
命
活
動
し

た
思
い
出
深
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

札
幌
オ
ー
ロ
ラ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

Ｌ
石
林

恒
二

薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
終
え
て
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２
０
１
０
年
１
月

日
土
曜
日
、
天
気
は
快
晴
で

30

前
週
ま
で
の
氷
点
下
の
厳
し
い
寒
さ
は
無
く
、
大
通

西
９
丁
目
に
て
当
ク
ラ
ブ

回
目
の
雪
像
制
作
を
開

19

始
し
３
時
間
ほ
ど
作
業
し
荒
削
り
の
段
階
で
終
了
し

ま
し
た
。
今
年
の
雪
像
は
北
大
留
学
生
の
リ
ー
ダ
ー

が
韓
国
出
身
と
い
う
こ
と
で
テ
ー
マ
は
「
虎
と
ラ
イ

オ
ン
」
に
き
ま
り
ま
し
た
。
雪
像
制
作
は
ク
ラ
ブ
創

設
に
伴
い
北
大
の
海
外
留
学
生
と
の
交
流
を
図
る
目

的
も
あ
り
雪
像
を
造
る
こ
と
に
な
っ
た
。
の
ち
に
継

続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
ど
う
か
と
会
員
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
雪
像
も
ラ
イ
オ

ン
ズ
活
動
に
ち
な
ん
だ
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
最
初
は

ラ
イ
オ
ン
像
、
２
回
目
は
「
盲
導
犬
と
少
女
」、
以

後
交
通
安
全
カ
メ
、
子
豚
と
オ
オ
カ
ミ
、
ラ
イ
オ
ン

と
ね
ず
み
、
郡
山
東
Ｌ
Ｃ
と
の
姉
妹
提
携
を
記
念
し

「
鶴
ヶ
城
と

ラ
イ
オ
ン
」

な
ど
を
制
作
、

ま
た

年
に

99

は
ハ
バ
ナ
ナ

ン
ダ
国
際
会

長
が
来
札
さ

れ
る
と
の
こ

と
で
Ｌ
竹
内

武
司
元
Ｒ

Ｃ
よ
り
是
非
、

国
際
会
長
を

歓
迎
の
意
味

を
込
め
て
雪

像
を
造
っ
て

頂
き
た
い
と

の
申
し
出
の

答
え
、
国
際

会
長
と
国
の

代
表
的
な
寺

院
を
制
作
し

ま
し
た
。
２

０
０
０
年
に

は
ジ
ェ
ー
ム

ス
ア
ー
ビ
ン

国
際
会
長
夫

妻
が
来
札
し
、

夫
妻
の
雪
像

を
つ
く
り
ま
し
た
。
特
に
婦
人
は
自
身
の
像
に
感
激

し
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

２
０
０
４
年
か
ら
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
ス
キ
ー

大
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

北
海
道
札
幌
稲
雲
高
校
の
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
に
も

お
願
い
し
て
、
留
学
生
、
高
校
生
、
会
員
、
Ｌ
Ｌ
と

に
ぎ
や
か
に
雪
像
を
造
っ
て
い
ま
す
。

１
月

日
（
日
）
午
前
９
時
半
に
「
雪
像
制
作
交

31

流
会
」
を
開
始
、
来
賓
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
伊
藤

信
賢
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
津
村

進
、

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
Ｌ
鶴
嶋

浩
二
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
北
大
留
学
生
は

名
、
稲
雲
高
校
生
徒
は

21

教
諭
含
め

名
、
ラ
イ
オ
ン
は
Ｌ
Ｌ
を
含
め

名
の

20

20

参
加
と
総
勢

名
で
自
己
紹
介
と
握
手
を
し
、

時

64

10

か
ら
雪
像
の
仕
上
げ
に
か
か
り
ま
し
た
。
ま
ず
Ｌ
伊

藤

信
賢
ガ
バ

ナ
ー
と
ク
ラ
ブ

会
長
Ｌ
伊
藤

隆
道
で
雪
像
の

彫
刻
を
開
始
し
、

留
学
生
、
高
校

生
、
ラ
イ
オ
ン

が
入
り
交
じ
り

２
メ
ー
ト
ル
四

方
の
雪
像
が
人

で
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
北
大

留
学
生
は
南
の

国
か
ら
来
て
、

初
め
て
北
海
道

の
真
冬
を
体
験

す
る
の
で

分
30

も
し
な
い
う
ち

に
寒
い
・
冷
た

い
と
言
い
ま
す
、

今
年
は
こ
の
時

期
に
し
て
は
温

か
く
、

用
意
し
た
簡

易
カ
イ
ロ
、
ま

た
、
Ｌ
Ｌ
が
用

意
し
た
甘
酒
、

コ
ー
ヒ
ー
は
空
に
な
る
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

昼
食
は
さ
ん
で
約
４
時
間
ほ
ど
で
雪
像
が
完
成
、
記

念
撮
影
の
あ
と
留
学
生
と
高
校
生
が
一
緒
に
写
真
を

撮
り
あ
い
、
な
ご
り
惜
し
そ
う
に
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
来
年
も
同
じ
よ
う
な
光
景
を
見
た
い
と
ラ

イ
オ
ン
達
は
次
回
の
雪
像
制
作
に
向
け
て
意
欲
を
み

せ
て
お
り
ま
し
た
。

札
幌
大
通
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
・
資
料
委
員
長

Ｌ
田
中

照
子

国
際
・
Ｙ
Ｅ
委
員
長

Ｌ
佐
々
木
俊
幸

国
際
交
流

雪
像
制
作
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
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１
９
２
５
年
の
第
９
回
国
際
大
会
に
お
い
て
、
ヘ

レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
が
行
っ
た
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
よ
、
闇

を
開
く
十
字
軍
の
騎
士
た
れ
」
の
ス
ピ
ー
チ
以
来
、

視
覚
障
害
者
を
助
け
、
眼
を
守
る
運
動
は
、
我
々
の

奉
仕
活
動
の
大
き
な
種
と
な
り
、
以
降
、
失
明
予
防
、

ア
イ
バ
ン
ク
運
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
現
在
、
盲
導
犬
一
頭
の
育
成
に
多
く
の
資

金
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
盲
導
犬
を
必
要
と
す

る
人
が
全
国
に
４
、
８
０
０
名
も
い
る
こ
と
を
受
け
、

視
力
保
護
の
一
環
と
し
て
、
盲
導
犬
普
及
支
援
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
中

学
、
高
校
の
各
吹
奏
学
部
の
ご
協
力
の
も
と
、
第
１

回
「
盲
導
犬
ミ
ー
ナ
育
成
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、

皆
様
方
か
ら
頂
い
た
多
く
の
協
力
金
を
、
北
海
道
盲

導
犬
協
会
に
寄
付
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
期
も
、
第
２
回
「
盲
導
犬
ミ
ー
ナ
育
成
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
す
べ
く
、
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、

開
催
日
の
決
定
を
待
つ
だ
け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
美
唄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
古
関
充
康
会
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
市
内

箇
所
に
、
盲
導
犬
ミ
ー
ナ
育

12

成
募
金
箱
を
設
置
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
温
泉
施
設
、
小
売
店
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
ご
協
力
を
賜
り
、供
皆
様

の
温
か
い
善
意
を
お
願
い
し
ま
す
僑
と
、
呼
び
掛
け

て
お
り
ま
す
。

美
唄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

盲
導
犬
「
ミ
ー
ナ
」
の
募
金
箱
設
置
協
力
に
つ
い
て
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札
幌
も
い
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
長
き
に
亘

り
、
札
幌
市
知
的
障
が
い
福
祉
協
会
（
芝
木
厚
子
会

長
）
を
支
援
す
る
中
、
企
画
さ
れ
た
「
あ
ら
か
る
あ
ー

と
」
は
今
年
、
記
念
す
べ
き
第

回
を
迎
え
、
１
月

10

日
（
金
）
～

日
（
日
）
の
３
日
間
、
札
幌
地
下

29

31

街
オ
ー
ロ
ラ
ス
ク
エ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、供
障
が
い
者
の
ア
ー
ト
僑
が
語
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
発
表
の
場

や
機
会
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
障
が
い
者
の

文
化
芸
術
活
動
の
促
進
と
し
て
、
発
表
の
場
の
提
供

と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に
作
品
に
接
し
て
い
た
だ

き
、
福
祉
へ
の
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
絵
画
・
手
芸
作
品
・
書
等
、
１
７
１
点

も
の
創
意
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
会
員
一
同
、
新
鮮
な

驚
き
と
大
き
な
感
銘
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

札
幌
も
い
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
池
畑

學

第

回
札
幌
市
知
的
障
が
い
福
祉
協
会
ア
ー
ト
展

10
「
第

回
あ
ら
か
る
あ
ー
と
」
開
催

10

北海道新聞 記事

会長あいさつ

メンバー 集合写真

作品写真

ククラブ報クラブ報告告
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札
幌
も
い
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
２
０
０
９

年

月
開
催
の

月
第
二
例
会
で
、
１
９
６
８
年
の

11

11

結
成
以
来
通
算
１
、
０
０
０
回
目
を
迎
え
、
大
き
な

節
目
・
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
意
義
を
全
員
で
共
有
す

べ
く
出
席
率
１
０
０
％
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
継
続
し
て
来
れ
た
感
謝
を
込
め
て
、
ラ
イ
オ

ニ
ズ
ム
の
発
露
と
な
る
記
念
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

月

日
、
札
幌
市
立
山
の
手
養
護
学
校
へ
の
ク

12

14

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
贈
り
物
と
し
て
、
公
益
財

団
法
人
札
幌
交
響
楽
団
の
福
祉
活
動
の
協
力
の
も
と
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
西
札
幌
病
院
で
の
入

院
・
通
院
治
療
を
受
け
な
が
ら
学
ぶ
児
童
・
生
徒
た

ち
に
音
楽
の
歓
び
と
豊
か
さ
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

小
・
中
・
高
合
わ
せ
て

名
を
超
え
る
子
供
た
ち

80に
父
兄
も
参
加
い
た
だ
き
、

目
を
輝
か
せ
て
、
札
幌
交

響
楽
団
（
弦
楽
四
重
奏
・

ピ
ア
ノ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

計
６
名
）
の
素
晴
ら
し

い
超
一
流
の
演
奏
と
楽
し

い
ト
ー
ク
に
時
間
を
忘
れ

て
楽
し
む
姿
と
生
徒
代
表

か
ら
の
お
礼
の
こ
と
ば
に
、

準
備
に
汗
を
流
し
た
会
員

一
同
、
大
感
激
い
た
し
ま

し
た
。

今
回
の
ア
ク
ト
に
は
、

札
幌
も
い
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
池
畑

學

通
算
一
、
〇
〇
〇
回
記
念
例
会
を
迎
え
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施

北海道新聞 記事

例会集合写真

伊
藤
信
賢
地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
も
特
別
参
加
い
た
だ
き
、

ま
た
、
翌

月

日
の
北
海
道
新
聞
に
も
記
事
で
紹

12

15

介
さ
れ
る
な
ど
、
本
当
に
記
念
と
な
る
奉
仕
事
業
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
私
た
ち
、
札
幌
も
い
わ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
会
員
全
員
で
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
原
点
を
意
識
し

な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コンサート写真

ククラブ報クラブ報告告
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私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
が
、
７
年
前
の
結
成
時
か
ら
交

流
し
て
お
り
ま
す
児
童
養
護
施
設
「
札
幌
育
児
園
」

（
南
区
藤
野
）
で
、
２
月
６
日
に
施
設
関
係
で
は
初

め
て
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

育
児
園
で
は
、
幼
児
か
ら

歳
ま
で
の
園
児

人

19

90

が
生
活
、
幼
稚
園
、
小
中
高
校
に
通
学
し
て
お
り
ま

す
。
出
前
教
室
に
参
加
し
た
の
は
、
小
学
校
５
年
生

か
ら
高
校
生
ま
で

人
で
し
た
。

19

千
葉
徹
施
設
長
が
「
コ
ス
ミ
ッ
ク
の
お
ば
さ
ん
は
、

育
児
園
に
沢
山
の
応
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
円

山
動
物
園
の
遠
足
、
洞
爺
シ
ニ
ア
農
園
の
収
穫
祭
に

招
待
、
育
児
園
祭
で
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や
野
菜
の

販
売
な
ど
で
す
。
皆
の
部
屋
に
あ
る
テ
レ
ビ
も
お
ば

さ
ん
方
が
買
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
」
と
、
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

高
橋
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ビ
デ
オ
を
見
て
、
薬
物

の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
講
師
役
を
務
め
た
の

は
、
地
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
で
親
ク
ラ

ブ
の
サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
所
属
の

Ｌ
森
一
男
で
す
。

Ｌ
森
が
「
施
設
の
子
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
何
も
さ

げ
す
む
事
は
な
い
。
自
信
を
持
っ
て
生
き
て
下
さ
い
。

君
ら
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
、
宇
宙
飛
行
士
に
も
な
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。
コ
ス
ミ
ッ
ク
は
、
宇
宙
と
言
う
意
味
が
あ
る

ん
だ
。
コ
ス
ミ
ッ
ク
の
お
ば
さ
ん
方
が
、
後
押
し
し

て
く
れ
る
よ
」
と
話
し
、
園
児
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

次
い
で
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
語
り
、「
脳

は
１
億
３
千
万
個
の
細
胞
で
出
来
て
い
ま
す
。

歳
20

ま
で
成
長
す
る
ん
だ
。
酒
や
タ
バ
コ
は
、
薬
物
の
一

種
な
の
で
、

歳
ま
で
の
む
の
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

20

す
。
薬
物
で
、
一
度
破
壊
さ
れ
た
脳
は
、
も
う
元
に

戻
ら
な
い
。
廃
人
に
な
る
ん
だ
」
と
、
力
説
し
ま
し

た
。薬

物
は
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
犯
罪
に
な
る
、
薬

物
に
誘
わ
れ
た
ら
毅
然
と
し
て
、
断
る
勇
気
を
持
つ

事
な
ど
を
訴
え
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
を
、
全
員

で
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
な
が
ら
３
回
叫
ん
で
、
教
室

は
終
わ
り
ま
し
た
。

育
児
園
の
前
に
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
も
来
て
、

小
学
校
の
低
学
年
も
含
め
、
皆
で
見
学
し
ま
し
た
。

教
室
終
了
後
、
千
葉
施
設
長
と
懇
談
、「
生
活
し
て

い
る
園
児
の
８
割
が
、
小
さ
い
時
に
親
か
ら
の
虐
待

を
受
け
、
発
達
障
害
を
持
っ
て
い
る
。
今
日
の
様
な

教
室
で
も
後
半
に
な
る
と
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
く
る
。

ど
れ
だ
け
理
解
し
て
く
れ
た
か
」
と
話
し
、
あ
ら
た

め
て
園
児
の
実
態
を
知
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
学
校
で
も
聞
い
た
が
、
今
日

の
方
が
よ
く
分
か
っ
た
」、「
自
分
は
絶
対
に
し
な

い
」
と
記
入
、
全
員
が
理
解
し
た
よ
う
で
、
会
員
は

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年

月
に
も
市
立
旭
小

11

学
校
で
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
今
期
２
回
目
に
な

り
ま
す
。

ククラブ報クラブ報告告

札
幌
コ
ス
ミ
ッ
ク
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

高
橋

久
美
子

Ｐ
Ｒ
委
員
長

平
川

佳
津
代

施
設
で
は
初
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室

薬物の恐ろしさの話しを聞く園児

札幌コスミックシニアＬＣを紹介する千葉施設長
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合合同招待例合同招待例会会

２
月
６
日
（
土
曜
日
）
第
５
リ
ジ
ョ
ン
の
全

ク
15

ラ
ブ
合
同
招
待
例
会
が
、
当
地
砂
川
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ホ
ス
ト
の

大
役
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
我
が
砂
川
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
内
容
の
一
旦
を
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

当
日
は
朝
か
ら
降
り
続
く
大
雪
も
、
午
後
か
ら
は

小
降
り
に
変
わ
り
一
安
心
、
し
か
し
急
激
な
気
温
の

低
下
の
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
所
属

ク
ラ
ブ
の
メ
ン

15

バ
ー
の
皆
さ
ん
が
続
々
会
場
入
り
、
参
加
予
定
者
の

ほ
ぼ
全
員
に
近
い
集
ま
り
を
頂
き
、
会
は
定
刻
通
り

開
会
で
す
。

ク
ラ
ブ

15

か
ら
2
3
2
名
の
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
は
地
区

ガ
バ
ナ
ー
伊
藤
信
賢
Ｌ

を
始
め

名
の
役
員
の

15

皆
さ
ん
の
力
強
い
出
席

を
頂
く
と
同
時
に
、

〈
元
横
細
大
乃
国
〉

芝
田
山
親
方
が
特
別

講
演
講
師
と
し
て
出

席
で
す
。
そ
し
て
当

日
の
主
賓
に
あ
た
る

招
待
者
は
、
砂
川
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か

ら
の

名
を
始
め
総

17

勢

名
の
多
く
を
数

33
え
ま
し
た
。

通
常
例
会
の
進
行

の
中
、
物
故
会
員
へ

の
追
悼
・
黙
祷
の
あ

と
早
速
ご
招
待
者
の

紹
介
に
入
り
、
一
人

一
人
所
属
・
氏
名
を

申
し
上
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
起
立
を
頂
き
皆
さ

ん
へ
の
紹
介
で
す
。

こ
の
後
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
役
員
紹
介
、
出
席
者
ク
ラ
ブ
紹
介
と
続
き
、
第
５

Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
増
井
宗
雄
Ｌ
が
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
、
次
に
地
区
ガ
バ
ナ
ー
伊
藤
信

賢
Ｌ
か
ら
来
賓
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー

は「
今
回
の
招
待
例
会
、
昨
年
開
催
の
公
式
訪
問
へ
の

感
謝
。
国
際
協
会
は
会
員
増
強
に
力
を
注
い
で
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
暦
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
日
本
で
は
減
少

の
傾
向
に
あ
る
が
、
反
面
中
国
・
イ
ン
ド
で
は
早
い

ペ
ー
ス
で
増
加
、
特
に
中
国
は
近
い
将
来
１
０
０
万

人
規
模
の
会
員
を
擁
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

今
回
の
招
待
者
は

名
を
越
え
る
と
聞
き
大
変
あ

30

り
が
た
い
、
こ
の
機
会
を
契
機
に
是
非
と
も
入
会
を

考
慮
し
て
ほ
し
い
。」
と
力
強
く
、
熱
く
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
後
、
招
待
者
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
少
し

で
も
理
解
頂
く
た
め
、
３
名
の
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
活
動
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
更
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
活
動
の
内
容
・
在
り
方
等

大
変
解
り
易
く
修
め
て
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「W

h
a
t
is

T
h
e
L
io
n
s
C
lu
b

」
の
鑑
賞
も
あ
り
、
よ
り
一
層
の

理
解
を
深
め
て
頂
い
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

先
述
し
ま
し
た
特
別
講
演
の
講
師
で
あ
る
芝
田
山

親
方
は
、
相
撲
界
の
中
で
新
弟
子
を
入
門
さ
せ
る
こ

と
（
会
員
勧
誘
？
）、
そ
し
て
入
門
後
の
指
導
の
在
り

方
の
難
し
さ
を
、
相
撲
界
の
話
題
を
含
め
て
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
を
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
行
く
た
め
に
は
、
多
く
の
仲
間
（
会
員
）
が
必
要

で
あ
り
、
改
め
て
会
員
増
強
の
必
要
性
・
重
要
性
を

理
解
し
な
け
れ
ば

と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

招
待
者
の
皆
様

を
始
め
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
役
員
の
皆

様
、
そ
し
て
こ
の

度
の
合
同
招
待
例

会
に
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
全
て
の

皆
様
に
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

砂
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
情
報
委
員
長

Ｌ
岡
本

昌
昭

合
同
招
待
例
会
報
告

主催者あいさつ
第５Ｒ ＲＣ Ｌ増井宗雄

来賓あいさつ
地区ガバナー Ｌ伊藤信賢

特別講演
芝田山親方（元横綱 大乃国）
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エエル･セブンエル･セブン会会

２
０
１
０
（
平
成

）
年
２
月

日
（
月
）、

22

15

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
４
丁
目
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
内
「
黄
鶴
」
に
お
い
て
、
今
年

最
初
の
エ
ル
・
セ
ブ
ン
会
企
画
と
し
て
、

か
っ
て
幹
事
で
あ
っ
た
エ
ル
・
セ
ブ
ン
会
メ

ン
バ
ー
と
来
期
幹
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
各
ク

ラ
ブ
の
幹
事
予
定
者
と
の
間
で
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い
て
語
り
合
う

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
エ
ル
・
セ
ブ
ン
会

の
メ
ン
バ
ー
が

名
、
幹
事
候
補
者
が
９
名
、

15

更
に
お
忙
し
い
中
、
伊
藤
ガ
バ
ナ
ー
も
参
加

さ
れ
、
総
勢

名
に
よ
る
充
実
し
た
会
合
と

25

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
懇
親
会
が
進
む
に
つ
れ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
思
い
を
熱
く
語
り
あ
い
ま
し
た
が
、

最
後
に
、
エ
ル
・
セ
ブ
ン
会
の
メ
ン
バ
ー
よ

り
「
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
同
期
幹
事
会
を
大

切
に
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
絆
と
友
情

を
実
感
で
き
る
会
を
築
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。」と
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
な
ご
や
か
で
、
楽
し

い
雰
囲
気
は
、
今
後
の
交
流
を
期
待
さ
せ
る

も
の
と
な
り
、
幹
事
候
補
者
が
正
式
に
幹
事

に
な
っ
た
後
ま
た
交
流
し
て
み
た
い
で
す
ね

と
い
う
こ
と
で
、
記
念
撮
影
し
閉
会
し
ま
し

た
。

エ
ル
・
セ
ブ
ン
会
事
務
局
長

Ｌ
池
田

謙
一
（
札
幌
時
計
台
Ｌ
Ｃ
所
属
）

エ
ル
･
セ
ブ
ン
会
企
画
「
来
期
幹
事
候
補
者
と
の
交
流
会
」

※
注

「
エ
ル
･
セ
ブ
ン
会
」
は
、
２
０
０
６
年
～
２

０
０
７
年
の
在
札

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

44

合
同
幹
事
会
か
ら
生
ま
れ
た
Ｏ
Ｂ
有
志
の
会

で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
横
の
連
携
と

絆
を
強
め
る
べ
く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

４Ｒ２Ｚ 長沼ライオンズクラブ
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私
は
、
冬
期
Ｙ
Ｅ
派
遣
生
と
し
て
３
週
間
マ
レ
ー

シ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
て
き
ま
し
た
。
７
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
国
際
空
港

に
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

初
対
面
。
札
幌
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
の
名
前
と
住

所
し
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
多
少
不
安
で
し
た
が
、

迎
え
に
来
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
中
に
女

の
子
が
い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

私
が
ス
テ
ィ
し
た
お
宅
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、

、

歳
の
女
の
子
、
そ
し
て
今
期
日
本
に
Ｙ

12

14

Ｅ
派
遣
生
と
し
て
福
岡
に
行
っ
て
い
た
為
最
後
の
３

日
間
だ
け
一
緒
に
過
ご
せ
た

歳
の
男
の
子
の
５
人

16

家
族
で
す
。
共
働
き
の
た
め
、
平
日
の
日
中
は
両
親

が
不
在
の
こ
と
が
多
く
、
姉
妹
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、

お
父
さ
ん
の
会
社
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
休
日
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
る
各
地
の

名
所
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
か
で
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
バ
ト
ゥ
・
ケ
イ
ブ
と
い

う
階
段
が
約
３
０
０
段
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
洞
窟

寺
院
で
す
。
階
段
は
急
勾
配
で
上
る
の
が
大
変
で
し

た
が
、
上
り

き
る
と
疲
れ

も
吹
っ
飛
ぶ

く
ら
い
の
綺

麗
な
景
色
が

見
ら
れ
ま
す
。

あ
と
、
Ｋ
Ｌ

Ｃ
Ｃ
ツ
イ
ン

タ
ワ
ー
を
昼
間
と
夜
に
見
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
見
た
と
き
は
あ
ま

り
の
美
し
さ
に
興
奮
し
て
何
度
も
写
真
を
撮
っ
て
し

ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。
日
本
と
の
違
い
で
驚
い
た
の
が
、

３
食
外
食
が
当
り
前
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

家
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
も
屋
台

で
購
入
し
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
多
く
あ
ま
り
料

理
は
し
て
い
な
い
様
子
で
し
た
。
料
理
は
辛
い
も
の

が
多
か
っ
た
り
、
ド
リ
ア
ン
が
大
好
き
だ
っ
た
り
と
、

あ
ま
り
日
本
人
の
口
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
お
気
に
入
り
は
ピ
サ
ン
ゴ
レ
ン
と
い
う
バ
ナ
ナ

に
衣
を
付
け
て
揚
げ
た
「
揚
げ
バ
ナ
ナ
」
で
す
。
最

初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
食
べ
て
み
る
と
違
和
感
は
全

く
な
く
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

英
語
が
苦
手
な
私
が
３
週
間
楽
し
く
有
意
義
に
過

ご
せ
た
の
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
、
Ｙ
Ｅ
の

関
係
者
の
方
々
が
親
切
に
接
し
て
下
さ
っ
た
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
下
さ
っ
た
札
幌
白
石
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
連
絡
を
取
っ
て
、
ま
た
い
つ
か
会
い
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
白
石
Ｌ
Ｃ
派
遣
生

門
馬

昌
子

冬
期
Ｙ
Ｅ
派
遣（
マ
レ
ー
シ
ア
）

を
終
え
て

私
は
冬
期
Ｙ
Ｅ
生
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
行
く
国
だ
っ
た
の
で
少
し
不

安
で
し
た
。

し
か
し
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
と
初
め
て
お
会

い
し
た
時
、
最
初
か
ら
と
て
も
い
い
人
だ
っ
た
の
で

着
い
た
瞬
間
か
ら
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。私

の
行
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ペ
ナ
ン
島
と
い
う
小
さ

な
島
で
し
た
。
だ
い
た
い
首
都
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
ま
で
４
時
間
も
か
か
る
遠
い
島
で
す
。

こ
の
島
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
う
事
も
あ
っ
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
人
も
別
荘

を
ペ
ナ
ン
で
建
て
る
人
た
ち
が
多
く
居
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

私
の
行
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
は
、
と
っ

て
も
お
金
持
ち
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

な
ぜ
驚
い
た
か
と
言
う
と
ま
ず
家
に
は
お
手
伝
い

さ
ん
が
居
て
掃
除
、
洗
濯
を
す
べ
て
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
光
景
だ
っ

た
の
で
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

札
幌
時
計
台
Ｌ
Ｃ
派
遣
生

鈴
木

未
咲

Ｙ
Ｅ
生
報
告
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そ
し
て
パ
パ
は
家
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
て
、

自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
家
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。わ

た
し
は
こ
の
ペ
ナ
ン
で
、
関
西
か
ら
来
た
人
た

ち
と
と
て
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

最
初
友
達
が
出
来
る
か
不
安
で
し
た
が
ほ
ん
と
に

み
ん
な
い
い
人
過
ぎ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
出
会
い
が
出
来
た
の
も
Ｙ
Ｅ
生
と
し

て
来
れ
た
か
ら
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
を
通
し

て
成
長
で
き
た
し
本

当
に
大
切
な
も
の
は

何
な
の
か
、
少
し
な

が
ら
理
解
出
来
た
気

が
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の

出
会
い
を
大
事
に
し

て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
人
た
ち
と
は
一

生
の
付
き
合
い
を
し

て
、
将
来
に
繋
げ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
私
に
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
下
さ
っ

た
札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
イ
タ
リ
ア
で
の
3

週
間
は
大
冒
険
で
し
た
。

初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の
親
離
れ
、
す
べ
て
が

私
の
初
体
験
で
し
た
。
最
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。

違
う
家
族
、
言
語
、
国
、
環
境
で
、
楽
し
く
過
ご
せ

る
か
本
当
に
心
配
で
し
た
。
で
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
た
ち
は
み
ん
な
と
て
も
親
切
で
、
イ
タ
リ

ア
語
の
わ
か
ら
な
い
私
に
英
語
で
話
し
か
け
て
く
れ

て
、
心
配
な
ん
て
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
、
私
を
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
レ
ン
ツ
ェ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ト
レ
ン
ト
な
ど
、
日
本
で
は
絶
対

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
美
し
い
光
景
を
見
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
は
、
ど
の
景
色
も
美
し
く
、
ま
る
で
絵
に

描
い
た
よ
う
な
景
色
が
家
の
窓
か
ら
で
も
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
は
イ
タ
リ
ア
で
は

普
通
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、

私
に
と
っ
て
は
物
凄

い
感
動
で
し
た
。
景

色
も
そ
う
で
す
が
、

私
が
イ
タ
リ
ア
で
一

番
感
動
し
た
の
は
、

イ
タ
リ
ア
人
の
人
柄

で
し
た
。
イ
タ
リ
ア

札
幌
東
Ｌ
Ｃ
派
遣
生

佐
々
木
結
可

Ｙ
Ｅ
生
報
告

の
方
は
、
誰
と

で
も
気
兼
ね
な

く
接
し
ま
す
。

誰
と
で
も
と
い

う
の
は
、
例
え

ば
知
り
合
い

じ
ゃ
な
く
て
も
、

バ
ス
で
偶
然
隣

に
座
っ
た
人
と

で
も
仲
良
く
話

せ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
実
際

に
、
私
は
列
車
で
偶
然
乗
り
合
わ
せ
た
男
性
二
人
と
、

と
て
も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
は
イ

タ
リ
ア
人
の
人
柄
の
よ
さ
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、
イ
タ
リ
ア
は
食
べ

物
が
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
食

べ
た
も
の
で
一
番
美
味
し
か
っ
た
の
は
、
ホ
ス
ト
マ

ザ
ー
が
焼
い
て
く
れ
た
ピ
ザ
で
し
た
。
私
は
こ
の
ピ

ザ
が
大
好
き
だ
と
伝
え
る
と
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
本

当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
た
ち
に
、
味
噌
汁
や
お
茶
パ
ッ
ク
、
箸
、
手
ぬ

ぐ
い
、
折
り
紙
な
ど
、
日
本
か
ら
の
お
土
産
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
み
ん
な
日
本
グ
ッ
ズ
に
興
味
津

津
で
し
た
。
中
で
も
箸
が
一
番
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

私
が
イ
タ
リ
ア
に
感
動
す
る
よ
う
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
方
た
ち
も
日
本
に
感
動
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
大
冒
険
で
出
会
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

み
な
さ
ん
、
そ
の
友
人
の
み
な
さ
ん
、
お
別
れ
の
と

き
に
い
っ
て
く
れ
た
供I

lo
v
e
y
o
u

僑
を
私
は
絶
対

忘
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
も
う
一
度
み
ん
な
に
会
え
る
よ

う
に
、
私
は
も
っ
と
進
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
会
え
る
か
な
？
ま
た
会
え
る
よ
ね
。

ＹＹＥ派遣生とホストファミリー報ＹＥ派遣生とホストファミリー報告告
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マ
レ
ー
シ
ア
で
の
３
週
間
は
、
ほ
ん
と
う
に
毎
日

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
毎
日
、
初
め
て
見
る
お
い
し

い
料
理
を
食
べ
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
き
、
毎

日
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
北
海
道
で
は
、
植
物
な
ど
も
全

く
違
う
の
で
車
か
ら
窓
の
外
を
見
て
い
る
だ
け
で
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
々
は
と
て
も
親
切
で
、
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
関

西
グ
ル
ー
プ
の
子
と
も
仲
よ
く
な
れ
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

し
か
し
、
私
は
英
語
を
上
手
に
は
な
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な

か
っ
た
り
、
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
り
、
く
や
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
、
自
分
が
英
語
を
話
す

札
幌
西
Ｌ
Ｃ
派
遣
生

渡
辺

明
子

感
想
文

こ
と
が
で
き
た
ら
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
３
週
間
を

も
っ
と
楽
し
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
発
展
途
上
国
だ
と
い
う
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

年
後
、

10

20

年
後
に
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
お
と
ず
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
そ
の
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

会
い
、
会
話
を
も
っ
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
英
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
思
い

い
ま
す
。
そ
し
て
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
国
を
お
と
ず

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
３
週
間
マ
レ
ー
シ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
す
る
こ

と
が
で
き
て
、

本
当
に
良
い

経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま

す
。

私
は
今
回
マ
レ
ー
シ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
一
人
で
親
の
元
か
ら
約
一
ヶ
月
離
れ
る

事
も
、
海
外
へ
行
く
事
も
初
め
て
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

が
決
ま
っ
た
時
は
嬉
し
さ
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
実
際
マ
レ
ー
シ
ア
に
着
い
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
い
、
と
て
も
あ
た
た
か
く
迎
え
て

も
ら
い
少
し
ホ
ッ
と
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
五
人
家
族
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
兄
弟
が
三
人
で
う
ち
二
人
が
女
の
子
で
し
た
。

で
す
が
、
二
四
才
の
女
の
子
は
今
は
違
う
国
に
い
て

会
え
ず
、
十
七
才
の
男
の
子
は
私
が
マ
レ
ー
シ
ア
に

来
る
少
し
前
に
日
本
へ
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
へ
行
っ
て
い
た
為
私
が
帰
国
す
る
三
日
程
前
に

や
っ
と
会
う

事
が
で
き
ま

し
た
。
な
の

で
空
港
に
は

二
一
才
の
娘

さ
ん
と
お
父

さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

マ
レ
ー
シ
ア

で
の
生
活
は

日
本
と
は
異

な
る
事
が
沢

札
幌
西
Ｌ
Ｃ
派
遣
生

北
海
道
札
幌
稲
北
高
等
学
校

島
田

果
菜

マ
レ
ー
シ
ア
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
感
想
文
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山
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、

マ
レ
ー
シ
ア

は
複
合
民
族

社
会
だ
と
言

う
事
で
す
。

主
に
マ
レ
ー

系
、
中
国
系
、

イ
ン
ド
系
と
、

そ
の
他
の
民

族
が
い
ま
す
。

宗
教
も
様
々

で
し
た
。
頭

に
ス
カ
ー
フ

の
か
ぶ
り
も
の
を
し
て
い
る
人
が
い
た
り
、
モ
ス
ク

と
い
う
礼
拝
を
す
る
所
が
沢
山
あ
っ
た
り
と
、
日
本

で
は
な
じ
み
の
な
い
環
境
で
し
た
。
あ
と
は
、
食
べ

物
で
す
。
日
本
で
は
見
た
事
の
無
い
果
物
や
料
理
だ

ら
け
で
、
し
か
も
私
の
う
か
が
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
は
ほ
ぼ
朝
、
昼
、
晩
が
外
食
と
い
う
生
活
で

し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
私
が
一
番
好
き
な
料
理
は
バ
ワ

テ
ー
と
言
う
骨
付
き
の
豚
肉
を
漢
方
薬
で
煮
込
ん
だ

料
理
で
す
。
も
ち
ろ
ん
口
に
合
わ
な
い
料
理
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
何
で
も
挑
戦
さ

せ
て
く
れ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
食
文
化
を
よ
り
知
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
々
や
そ
の
親
せ
き
の
皆
さ
ん
は
私
を
様
々
な
所

へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
Ｋ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
や
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
、
と
に
か

く
沢
山
の
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

日
毎
日
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
、「
辛
い
」
と
か

「
日
本
に
帰
り
た
い
」
な
ど
と
思
う
ひ
ま
も
全
然
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
、
英
語
が
す
ご
く
得
意
な
わ
け
で
も
な
い
し
、

相
手
の
英
語
も
し
っ
か
り
聞
き
と
れ
て
い
な
い
事
も

多
く
あ
り
、
自
分
の
伝
え
た
い
事
も
半
分
以
上
伝
え

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
と
笑
い
合
え
た
時

は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

来
る
前
の
時
の
不
安
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

う
く
ら
い
マ
レ
ー
シ
ア
、
そ
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の

人
々
は
素
晴
し
く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
第
２

の
家
族
の
よ
う
で
し
た
。

帰
国
す
る
そ
の
日
、
実
際
は
ま
だ
マ
レ
ー
シ
ア
に

居
た
か
っ
た
で
す
。
一
ヶ
月
は
あ
っ
と
い
う
ま
で
し

た
。
優
し
く
て
、
あ
た
た
か
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
離
れ
て
し
ま
う
の
は
嫌
で
し
た
け
れ
ど
も
、「
ま

た
お
い
で
」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
く
て
、

次
は
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
今
回
の
恩
返

し
を
し
に
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
を
お
と
ず
れ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
私
の
人
生
に
良
い
影
響

を
与
え
て

く
れ
ま
し

た
。
本
当

に
、
こ
の

よ
う
な
貴

重
な
体
験
、

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

２Ｒ２Ｚ 札幌グリーンライオンズクラブ
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誓
い
ま
し

た
。
私
の

子
供
が
17

歳
と

歳
15

の
男
の
子

と
い
う
こ

と
も
あ
り
、

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

君
も
す
ぐ

私
た
ち
家

族
に
打
ち

解
け
て
く

れ
ま
し
た
。

日
本
の
同

世
代
の
少

年
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
多
く
経
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、
長
男
の
通
っ
て
い
る
高
校
を
見
学

し
、
先
生
に
学
校
内
の
ご
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
武
道
に
も
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
、
次
男
が
習
っ
て
い
る
【
厚
別
区
少
年

柔
道
教
室
】
に
も
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

君
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
が
得
意
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の

で
、
柔
道
の
練
習
前
に
厚
別
区
体
育
館
で
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
を
み
ん
な
で
や
り
、
か
な
り
き
つ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。（
ち
な
み
に
、
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
君
に
は
誰
も
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。）
そ
の
他
に
も
当
ク
ラ
ブ
の
ク

リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
へ
の
参
加
や
Ｌ
Ｃ
の
方
々
と
の

小
樽
観
光
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
社
台
フ
ァ
ー
ム

見
学
な
ど
等
、
家
族
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
君
と
過

ご
し
た
時
間
は
と
て
も
有
意
義
で
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
君
を
送
り
出
し
た
今
、
わ
が

子
が
巣
立
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
少
し

寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
家
族
は
、
昨
年

月
に
は
じ
め
て
Ｙ
Ｅ
生

12

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
経
験
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
あ
る
程
度
の
英
語
は
話
せ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
英

語
を
話
せ
な
い
私
に
と
っ
て
、
今
回
の
体
験
は
冒
険

で
し
た
。
家
内
と
一
緒
に
新
千
歳
空
港
ま
で
Ｙ
Ｅ
生

を
迎
え
に
行
き
、
対
面
す
る
ま
で
は
『
ど
ん
な
青
年

か
な
？
日
本
の
食
事
は
大
丈
夫
か
な
？
お
風
呂
の
入

り
方
は
？
な
ど
な
ど
！
』
と
不
安
に
な
る
材
料
は
ど

れ
を
と
っ
て
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
の
Ｙ
Ｅ
生
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
君
と
お
会
い
し
、

ご
縁
が
あ
っ
て
我
が
家
に
来
て
く
れ
た
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
君

は
、
笑
顔
が
素
敵
で
、
と
て
も
心
優
し
い
好
青
年（
16

歳
）
で
し
た
。

そ
の
と
き
『
あ
れ
こ
れ
考
え
た
っ
て
、
出
来
る
こ

と
と
、
出

来
な
い
こ

と
が
あ
る
。

日
本
の
生

活
、
文
化

に
た
く
さ

ん
触
れ
て

い
た
だ
き
、

自
分
た
ち

の
出
来
る

こ
と
を
真

心
込
め
て

や
っ
て
い

こ
う
！
』

と
家
族
で

札
幌
北
斗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｌ
佐
々
木
英
年

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
報
告

「
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
笑
顔
で
挨
拶
し
て

く
れ
た
チ
ョ
ィ
君
。
な
ん
と
も
屈
託
の
無
い
素
直
な

表
情
だ
な
ぁ
と
言
う
の
が
私
の
第
一
印
象
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
は
初
め
て
の
事
な
の

で
不
安
や
期
待
で
一
杯
で
し
た
。
や
は
り
一
番
の
心

配
事
は
食
事
で
し
た
が
、
成
長
期
真
っ
盛
り
の
男
の

子
だ
け
あ
っ
て
気
持
ち
良
い
食
べ
方
に
安
心
し
ま
し

た
。大

変
行
動
的
で
外
出
好
き
な
の
で
、
何
事
に
も
興

味
津
々
で
し
た
。
水
族
館
や
藻
岩
山
で
の
そ
り
遊
び

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
乗
車
、
神
社
へ
の
初
詣
な
ど
丁
度

お
正
月
の
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
の
で
、
日
本
の
お
正
月

を
体
験
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
元
旦
も
我
が
家
へ
は

多
く
の
親
戚
が
集
ま
り
、
チ
ョ
ィ
君
は
若
者
と
楽
し

く
話
し
を
し
て
良
い
時
間
を
過
せ
た
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
他
人
の
子
供
を
預
か
る
の
は
、
本
当
に
大

変
な
事
だ
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。
私
自
身
と
て
も
良

札
幌
ユ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

佐
藤

明
美

Ｙ
Ｅ
生
受
け
入
れ
報
告
書（
感
想
分
）
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い
経
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
我
が
家
に
は
３
歳

の
幼
児
が
い
て
、
ま
だ
ま
だ
手
が
か
か
り
チ
ョ
ィ
君

と
の
会
話
も
ゆ
っ
く
り
時
間
を
費
や
す
事
が
出
来
ず

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も

代
に
ア
メ
リ
カ
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の

10

経
験
が
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
の
時
の
ホ
ス
ト
マ
マ
は

今
の
私
と
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
ぁ
と
思
う
と
な

に
や
ら
切
な
く
、
恥
ず
か
し
く
も
思
え
ま
す
。

チ
ョ
ィ
君
の
お
か
さ
ん
も
Ｙ
Ｅ
生
と
し
て
送
り
出

す
時
は
と
て
も
心
配
し
て
い
た
様
な
の
で
、
同
じ
母

と
し
て
我
が
子
を
海
外
へ
送
り
出
す
と
言
う
事
は
と

て
も
心
配
な
事
と
考
え
ま
す
。
来
日
当
時
は
や
は
り

気
温
の
寒
暖
差
で
体
調
を
崩
し
て
い
た
よ
う
で
す
が

我
が
家
へ
の
受
け
入
れ
の
時
は
回
復
し
て
い
て
、

あ
っ
と
言
う
間
の
３
週
間
の
よ
う
で
し
た
。
帰
る
直

前
は
全
然
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
か
か
る
事
も
無
く
、

む
し
ろ
あ
ま
り
帰
り
た
く
無
い
様
子
で
し
た
。
帰
国

後
待
っ
て
い
る
の
は
テ
ス
ト
み
た
い
で
し
た
か
ら
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
Ｙ
Ｅ
生
を
受
け
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。
国
際
交
流
や
社
会
貢
献
の
面
で
も

社
会
参
加
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
冬
期
Ｙ
Ｅ
生
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
３
名
の
若
者
が
、
３
３
１
―
Ａ
地
区
へ
来
て
、
冬

の
北
海
道
滞
在
を
楽
し
み
ま
し
た
。
我
が
家
に
は
、

歳
の
中
国
系
マ
レ
ー
人
、L

O
W
S
IN
L
IN
G

（
ロ

19ウ
＝
シ
ン
リ
ン
）
と
い
う
女
子
学
生
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
２
年
振
り
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
冬
の

お
預
か
り
は
初
め
て
で
す
。

月

日
午
前

時

分
、
関
西
空
港
か
ら
千
歳

12

16

10

20

空
港
へ
、
ブ
ル
ー
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
３
人
が
到

着
。
美
唄
か
ら
は
会
長
、
幹
事
、
Ｙ
Ｅ
委
員
長
が
出

迎
え
ま
し
た
。
シ
ン
リ
ン
は
背
が
高
く
、
笑
顔
が
人

懐
っ
こ
い
可
愛
い
女
の
子
で
し
た
。
美
唄
へ
の
車
中
、

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
、
ヨ
ロ
シ
ク
」
と
少
し
の
日
本
語
、

後
は
英
語
で
の
会
話
。
普
段
は
中
国
語
を
話
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
ご
家
族
は
、
両
親
と
兄
、
姉
、
妹
と

５
人
家
族
。
父
親
は
日
本
の
関
西
ペ
イ
ン
ト
の
代
理

店
を
経
営
さ
れ
、
母
親
は
若
く

歳
。
兄
は
農
業
を

40

営
ん
で
お
り
、
将
来
は
シ
ン
リ
ン
が
、
父
の
会
社
を

継
ぐ
と
、
た
く
さ
ん
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
経
験
す
る
雪
に
大
喜
び
。
途
中
、
レ
ス

ト
ラ
ン
「
と
ん
で
ん
」
に
立
ち
寄
り
、
鍋
焼
き
う
ど

ん
に
挑
戦
。
明
る
く
闊
達
な
彼
女
に
、
私
ど
も
み
ん

な
安
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
か
ら

日
ま
で
は
、
我
が
家
が
事
業
で
多
忙

16

18

の
た
め
、
谷
口
Ｙ
Ｅ
委
員
長
宅
に
滞
在
し
、
住
職
で

も
あ
る
委
員
長
か
ら
日
本
の
風
習
を
学
び
ま
し
た
。

初
日
は
美
唄
の
見
学
、
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
（
炭
鉱

時
代
の
古
い
小
学
校
を
利
用
し
た
美
術
館
）
で
、
芸

術
と
初
め
て
の
雪
景
色
を
堪
能
。
こ
の
時
期
マ
レ
ー

美
唄
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｌ
古
関

充
康

Ｙ
Ｅ
生
滞
在
記
録

シ
ア
は
雨
期
で
涼
し
い
と
言
い
な
が
ら
平
均
気
温
が

度
と
の
こ
と
。
最
高
気
温
が

度
を
超
え
る
常
夏

28

40

か
ら
来
た
シ
ン
リ
ン
に
と
っ
て
、
寒
い
け
ど
キ
レ
イ

な
雪
は
、
何
よ
り
も
印
象
深
か
っ
た
よ
う
で
す
。
夕

食
は
「
つ
ぼ
八
」
で
い
ろ
ん
な
日
本
食
に
初
挑
戦
。
宗

教
上
の
理
由
で
牛
肉
だ
け
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
何
に
で
も
興
味
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
と
堪
能

し
ま
し
た
。

日
は
札
幌
に
出
掛
け
、
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
、

17

大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
観
光
。
都
会
の
雪
景
色

に
驚
き
の
連
発
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
夜
は
、
美

唄
Ｌ
ク
ラ
ブ
の
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
同
伴
例
会
に
合
わ

せ
て
、
Ｙ
Ｅ
生
歓
迎
の
夕
べ
を
開
催
。
谷
口
委
員
長

の
計
ら
い
で
、
振
袖
を
着
た
シ
ン
リ
ン
が
紹
介
さ
れ
、

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
後
か
ら
本
人
が
、
着
物
が

き
つ
く
て
沢
山
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
と
笑
っ
て
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
終
始
明
る
い
笑
顔
で
、
異
文
化
の

経
験
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

日
は
日
中
、
谷
口
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
、
我

18
が
家
に
来
た
の
は
夜
８
時
。
札
幌
在
住
の
娘
が
仕
事

を
終
え
、
急
ぎ
の
帰
宅
に
合
わ
せ
て
の
到
着
。
ア
メ

リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
た
娘
に
英
語
で
話
し
か
け
ら

れ
ホ
ッ
と
し
た
の
か
、
シ
ン
リ
ン
は
非
常
に
嬉
し
そ

う
で
、
会
話
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
土
産
は
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マ
レ
ー
シ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
、
ペ
ト
ロ
ナ
ス
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
の
置
時
ឞ
と
、
様
々
な
֪
国
果
実
の
お

ᗗ
子
。
ま
た
、
大
ᨃ
の
手
作
り
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ク
ッ

キ
ー
を
い
た
だ
き
、
我
が
家
で
も
ᄴ
国
の
味
を
堪
能
。

常
夏
の
国
マ
レ
ー
シ
ア
の
紹
介
に
、
話
が
ᆴ
り
上
が

り
ま
し
た
。

日
は
、
幹
事
の
車
で
２
度
日
の
札
幌
観
光
。
大

19
型
電
気
店
と
、
札
幌
ド
ー
ム
を
見
学
。
昼
食
に
立
ち

寄
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
「
何
か
ス
パ
イ
シ
ー
な
食

べ
物
が
食
べ
た
い
」
と
、
さ
す
が
に
自
分
の
国
の
味

が
恋
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
夜
を
迎
え
、
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
大
通
公
園
に

通
り
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
、
大
興
奮
し
、
寒
い
と
騒
ぎ

な
が
ら
、
車
を
降
り

て
、
写
真
を
撮
り
ま

く
っ
て
い
ま
し
た
。

美
唄
に
帰
っ
て
、
娘

が
誘
っ
た
の
が
、
温

泉
。
共
同
浴
場
の
経

験
が
な
い
た
め
恥
ず

か
し
が
っ
た
彼
女
で

し
た
が
、
日
本
の
お

姉
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
一
緒
な
ら
と
、
初

の
温
泉
入
浴
に
挑
戦
。

大
騒
ぎ
で
は
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
幸
運

に
も
こ
の
日
は
客
が

少
な
く
、
意
外
と
露

天
風
呂
が
気
に
入
っ

た
様
子
で
し
た
。

日
は
日
曜
日
で
、

20
町
内
の
餅
つ
き
大
会

に
参
加
。
生
ま
れ
て

初
め
て
の
餅
つ
き

や
大
福
餅
作
り
に
、

地
域
の
人
た
ち
に

混
じ
っ
て
お
手
伝

い
。
餅
は
苦
手
な

彼
女
で
し
た
が
、

沢
山
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
町
内
の
方
に
誘
っ
て
も
ら
い
、
午

後
か
ら
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ヘ
乗
車
を
楽
し
み
ま
し
た
。

娘
の
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
を
着
た
彼
女
は
、
特
に
寒
い
日

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
降
り
よ
う
と
せ

ず
、
大
雪
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

日
は
、
札
幌
で
買
い
物
し
た
い
と
娘
に
お
願
い

21
し
、
吹
雪
の
中
、
二
人
で
出
発
。
長
い
時
間
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
沢
山
の
紙
袋
を
抱
え
て
帰
っ
て

来
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
で
美
容
室
に
行
き
た
い
と

強
い
希
望
が
あ
り
、
髪
を
切
っ
て
少
し
化
粧
を
し
て

も
ら
っ
た
シ
ン
リ
ン
は
、

歳
の
素
敵
な
女
性
に
変

19

身
し
て
い
ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
日
本
の
ア
イ

ド
ル
や
モ
デ
ル
が
と
て
も
人
気
で
、
日
本
の
美
容
室

に
行
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
自
慢
に
な
る
と
の
こ
と
。

だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き
て
、
娘
に
も
少
し
甘
え
た
様

子
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
我
が
家

に
来
た
夜
か
ら
、
娘
と
一
緒
の
部
屋
で
寝
る
と
主
張

し
、
娘
の
布
団
を
引
っ
張
り
込
み
並
べ
て
寝
て
い
ま

し
た
。
や
は
り
、
初
め
て
の
一
人
旅
行
で
、
不
安
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
夜
、
美
唄
に
戻
っ
て

か
ら
は
、
自
分
か
ら
温
泉
と
つ
ぼ
八
に
行
き
た
い
と

言
い
、
夜
の
露
天
風
呂
と
、
居
酒
屋
の
焼
き
魚
を
味

わ
い
ま
し
た
。
最
後
の
夜
と
信
じ
ら
れ
ず
、
夜
遅
く

ま
で
話
が
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
、
出
発
の
日
、
荷
物
の
片
付
け
を
し
な
が
ら
、

22
シ
ン
リ
ン
と
家
族
３
人
、
誰
も
が
お
別
れ
と
信
じ
ら

れ
ず
、
名
残
惜
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
娘

が
通
訳
し
て
く
れ
る
シ
ン
リ
ン
の
言
葉
は
、
私
た
ち

夫
婦
の
健
康
の
心
配
と
ま
た
会
い
た
い
、
と
何
度
も

言
っ
て
く
れ
る
も
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

シ
ン
リ
ン
が
滞
在
し
た
の
は
ほ
ん
の
短
い
時
間
で

し
た
が
、
私
達
に
沢
山
の
思
い
出
を
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
へ
行
っ
て
か
ら
も
、
帰

国
後
も
連
絡
を
く
れ
た
り
、
い
ま
だ
に
交
流
が
続
い

て
い
ま
す
。
娘
の
と
こ
ろ
に
は
数
日
お
き
に
「
オ
ネ

エ
チ
ャ
ン
、
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
と
メ
ー
ル
が
届
き
、
ま

た
私
た
ち
に
会
い
た
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
是
非
来

て
ね
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
し
た
が
、
一
番
人
懐
っ
こ
く
、
私
た
ち
も
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、

さ
よ
う
な
ら
シ
ン
リ
ン
。

第
一
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
美
唄
Ｌ
Ｃ
会
長

古
関

充
康
Ｌ
の
後
を
受
け

月

日
か
ら
新
年
１
月
５
日

12

22

ま
で
の

日
間
を
滝
川
中
央
Ｌ
Ｃ
、
第
二
ホ
ス
ト

15

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
４
年
ぶ
り
に
マ
レ
ー
シ
ア
人
、

L
O
W
S
IN
L
IN
G

さ
ん
（
女
性
・

歳
）
を
受
け

19

入
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

月

日
、
滝
川
～
美
唄
の
天
候
は
、
吹
雪
の
状

12

22

態
で
し
た
が
事
前
に
古
関
Ｌ
と
連
絡
を
取
り
合
い
美

唄
Ｌ
Ｃ
の
例
会
場
で
あ
る
ホ
テ
ル
で
引
継
ぎ
を
行
う

こ
と
を
決
め
て
あ
り
ま
し
た
。
当
滝
川
中
央
Ｌ
Ｃ
か

ら
は
、
会
長
円
山
照
康
Ｌ
、
ゾ
ー
ン
委
員
毛
利
昭
夫

Ｌ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
私
（
Ｌ
三
河
）
３
人
で

滝
川
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｌ

三
河

義
憲

Ｙ
Ｅ
生
滞
在
に
つ
い
て
の
感
想
文
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出
迎
え
に
行
き
ま
し
た
。
彼
女
（
シ
ン
リ
ン
）
と
は

来
日
す
る
前
か
ら
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
初
対
面
で
有
り
な

が
ら
直
に
打
ち
解
け
あ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
美
唄

Ｌ
Ｃ
の
方
々
か
ら
引
継
ぎ
と
１
週
間
の
レ
ポ
ー
ト
を

頂
き
、
シ
ン
リ
ン
と
美
唄
Ｌ
Ｃ
と
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

滝
川
中
央
Ｌ
Ｃ
と
Ｙ
Ｅ
生
シ
ン
リ
ン
と
の
公
式
行

事
は
、
２
度
有
り
ま
し
た
。

１
度
目
は
、

月

日
の
当
ク
ラ
ブ
の
定
例
会

12

25

（
ク
リ
ス
マ
ス
例
会
）
で
し
た
。
バ
ナ
ー
の
交
換
、

本
人
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
を
貰
い
ま
し
た
。
例
会
の
前

日
ス
ピ
ー
チ
を
考
え
る
の
に
覚
え
た
て
の
日
本
語
を

ス
ピ
ー
チ
の
中
に
入
れ
よ
う
と
苦
労
し
て
い
る
姿
が

と
て
も
可
愛
ら
し
く
思
え
ま
し
た
。
シ
ン
リ
ン
へ
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
Ｙ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
長
山
下
克
明
Ｌ
の
発
案
で
ｉ
―
ｐ
ｏ
ｄ
を
贈
り

ま
し
た
が
、
受
け
取
っ
た
本
人
は
、
目
を
ま
ん
丸
く

し
て
笑
顔
を
一
杯
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

２
度
目
は
、

月

日
に
当
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

12

28

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
滝
川
市
長
田
村
弘
Ｌ
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
生
シ
ン
リ
ン
が
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
あ
る
象
徴
的
な
建

物
ペ
ト
ロ
ー
リ
ア
ム
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
模
型
を
お
土

産
と
し
て
市
長
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ン
リ
ン

曰
く
「
市
長
さ
ん
の
机
の
上
に
飾
っ
て
貰
え
れ
ば
嬉

し
い
の
に
」
と
の
事
で
し
た
。
表
敬
訪
問
の
中
で
シ

ン
リ
ン
が
や
は
り
口
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
外
国
を

訪
問
す
る
事
に
よ
り
自
分
の
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
重
ね
て
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
後
日
談
に

な
り
ま
す
が
、
田
村
市
長
か
ら
シ
ン
リ
ン
の
帰
国
後

表
敬
訪
問
の
お
礼
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
と
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。「
マ
レ
ー
シ
ア
人
、

歳
、
し
っ
か
り

19

し
て
い
る
ね
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
殆
ど
の
日
々
は
、
私
の
家
族
と
行
動
を
共
に

し
て
い
ま
す
。
料
理
は
、
普
段
自
分
の
家
で
も
お
母

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
仕
度
を
し
て
い
る
よ
う
で
お
正

月
の
お
節
の
用
意
も
家
内
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ

た
よ
う
で
す
。
今
年
の
雪
の
多
さ
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

人
シ
ン
リ
ン
に
と
っ
て
寒
く
て
冷
た
く
て
不
快
な
も

の
で
は
な
く
北
国
の
北
海
道
を
満
喫
す
る
ア
イ
テ
ム

で
あ
っ
た
様
で
す
。
家
族
の
誰
か
が
家
の
前
を
除
雪

し
て
い
る
そ
の
姿
を
見
つ
け
雪
投
げ
の
手
伝
い
を
し

て
く
れ
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
は
夕
食
後
外
に

出
て
私
の
子
供
達
と
創
っ
た
雪
だ
る
ま
を
囲
ん
で
花

火
（F
IR
E
W
O
R
K
IN
T
H
E
S
N
O
W

）
を
し
て
雪

と
冬
の
寒
さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海

道
ら
し
さ
と
言
う
こ
と
で
雪
の
被
っ
た
大
雪
山
系
を

観
に
富
良
野
へ
、
そ
し
て
、
日
本
で
一
番
忙
し
い
動

物
園
「
旭
山
動
物
園
」
を
訪
問
し
て
ペ
ン
ギ
ン
の
散

歩
や
白
く
ま
、
ア
ザ
ラ
シ
の
動
く
姿
を
楽
し
ん
で
来

ま
し
た
。

シ
ン
リ
ン
の
趣
味
は
、
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
で
将

来
免
許
を
取
っ
て
子
供
達
に
教
え
た
い
と
い
う
夢
が

あ
り
ま
し
た
。
私
に
は
３
人
の
息
子
が
い
ま
す
が
、

３
人
と
も
音
楽
を
楽
し
み
３
男
は
音
大
に
て
学
ん
で

い
ま
す
。
帰
国
す
る
ま
で
夜
遅
く
ま
で
色
々
な
会
話

を
し
て
そ
の
中
か
ら
日
本
、
北
海
道
、
滝
川
を
感
じ

て
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
シ
ン
リ
ン
は
、
人
な
つ
こ

く
素
直
で
会
話
の
大
好
き
な
子
で
し
た
。
帰
国
後
、

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て
夜
遅
く
ま
で
た
く
さ
ん
話

を
し
た
中
か
ら
自
分
は
、
ピ
ア
ノ
の
専
門
大
学
に
進

み
先
生
に
な
る
事
を
決
意
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
両
親
に
承
諾
が
得
ら
れ
３
月
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
く
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

Ｙ
Ｅ
生L
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W
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さ
ん
に
は
、
観
光
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
た
く
さ
ん

の
経
験
を
し
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

日
本
に
来
て
得
た
情
報
と
経
験
が
本
人
の
将
来
に
大

き
な
果
実
と
な
っ
て
実
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１
日

置
き
に
メ
ー
ル
が
来
て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
Ｙ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
き
な
感
謝
を
し
て
い

ま
し
た
。
彼
女
の
人
生
に
幸
多
き
こ
と
を
祈
り
た
い

と
お
も

い
ま
す
。

ＹＹＥ派遣生とホストファミリー報ＹＥ派遣生とホストファミリー報告告
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あ
れ
か
ら
二
十
五
年
が
過
ぎ

た
。
世
界
の
航
空
機
史
上
最
悪

の
日
本
航
空
ジ
ャ
ン
ボ
機
事
故
。

一
九
八
五
年
八
月
十
二
日
、
群

馬
県
上
野
村
の
御
巣
鷹
の
尾
根

で
起
き
た
。
五
二
〇
人
が
亡
く

な
り
、
女
性
ば
か
り
四
人
が
奇

跡
的
に
助
か
っ
た
。
大
惨
事
を

テ
ー
マ
に
据
え
た
山
崎
豊
子
原

作
の
映
画
「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
が
、

昨
秋
か
ら
上
映
さ
れ
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
生
命
の
尊
さ
、
航

空
機
の
安
心
、
安
全
が
、
全
編

を
貫
く
。
事
故
を
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。

■
上
野
村
に
取
材
本
部
設
置

私
は
当
時
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
編
集
局
で
地
方
部
の
デ
ス

ク
を
し
て
い
た
。
妻
子
を
札
幌

に
残
し
、
夏
休
み
で
帰
省
。
十

二
日
が
朝
刊
デ
ス
ク
で
、
夕
方

帰
京
し
た
。
午
後
六
時
半
ご
ろ
、

後
輩
デ
ス
ク
と
、「
今
夜
は
何

も
な
さ
そ
う
だ
な
」
と
、
話
し

合
っ
た
直
後
だ
。

「
羽
田
発
大
阪
行
き
の
日
航

機
が
消
息
を
絶
っ
た
」
－
第
一

報
が
入
っ
た
。
情
報
が
な
い
ま
ま
、
空
白
の
時
間
は

過
ぎ
る
。
墜
落
し
た
と
す
れ
ば
、
群
馬
か
長
野
か
埼

玉
か
。
取
材
陣
が
三
方
に
分
か
れ
て
出
発
し
た
。
私

は
、
群
馬
の
山
中
へ
向
か
っ
た
。

白
い
煙
を
上
げ
る
機
体
が
、
自
衛
隊
機
に
発
見
さ

れ
た
の
は
、
翌
朝
の
四
時
三
十
九
分
だ
っ
た
。
取
材

チ
ー
ム
で
私
た
ち
が
、
現
場
の
一
番
近
く
に
い
た
。

数
人
の
若
い
記
者
を
現
場
に
向
か
わ
せ
た
。
急
峻
な

沢
が
入
り
込
み
、
関
東
の
チ
ベ
ッ
ト
と
言
わ
れ
て
い

る
。
猛
暑
の
中
、
御
巣
鷹
の
尾
根
ま
で
は
、
道
な
き

道
を
掻
き
分
け
、
五
時
間
か
か
っ
た
。

次
に
、
私
の
大
切
な
仕
事
は
、
前
線
本
部
を
設
け

る
事
だ
っ
た
。
上
野
村
の
中
心
部
に
引
き
返
し
、
民

宿
「
新
月
」
に
設
け
た
。
本
社
、
周
辺
の
支
局
な
ど

か
ら
、
応
援
部
隊
が
続
々
と
到
着
し
た
。
記
者
、
カ

メ
ラ
マ
ン
、
写
真
電
送
・
無
線
を
担
当
す
る
機
報
部

員
、
運
転
手
な
ど
五
十
人
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。

■
記
者
は
肉
体
労
働
者

翌
十
三
日
、
読
売
の
ヘ
リ
か
ら
現
場
を
見
た
。
機

体
の
残
骸
が
散
ら
ば
り
、
遺
体
が
無
情
に
も
ア
チ
コ

チ
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
焼
け
焦
げ
た
木
の
枝
に
、

衣
服
が
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。
目
を
そ
む
け
る
よ
う

な
地
獄
絵
図
だ
。
尾
根
の
一
部
が
、
機
体
で
え
ぐ
り

取
ら
れ
て
い
た
。

「
た
だ
今
、
着
き
ま
し
た
」
－
元
気
な
声
が
、
取

材
本
部
に
無
線
で
届
く
。「
イ
マ
。
ツ
キ
マ
シ
タ
」－

あ
え
ぎ
な
が
ら
、
話
す
記
者
。
山
に
登
る
の
が
、
目

的
で
は
な
い
。
登
っ
て
か
ら
が
、
仕
事
な
の
だ
。
こ

の
時
ほ
ど
、
新
聞
記
者
は
知
的
労
働
者
で
な
く
、
肉

体
労
働
者
だ
と
思
っ
た
事
は
な
い
。

記
者
は
、
現
場
に
二
泊
さ
せ
た
。
ヘ
リ
で
食
糧
、

ウ
イ
ス
キ
ー
、
寝
酒
の
水
割
り
用
の
氷
な
ど
を
運
ん

サ
ッ
ポ
ロ
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｌ
森

一
男

生
命
の
尊
さ

「沈まぬ太陽」製作委員会提供
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投投稿★広投稿★広場場

だ
。
夜
、
平
坦
な
場
所
が
な
い
の
で
、
山
肌
の
傾
斜

地
に
ゴ
ロ
ッ
と
寝
る
。
朝
起
き
た
ら
、
下
ま
で
ず
り

落
ち
て
い
た
、
と
言
う
。
過
酷
な
取
材
合
戦
か
ら
、

解
き
放
さ
れ
民
宿
に
帰
っ
て
来
る
。
靴
は
、
ド
ロ
だ

ら
け
。
部
屋
中
に
死
臭
が
漂
う
。
横
に
な
り
、
死
ん

だ
よ
う
に
寝
て
し
ま
う
。

■
郵
便
局
員
か
ら
疑
わ
れ

私
は
、
朝
刊
の
最
終
版
が
刷
り
上
る
午
前
三
時
ま

で
起
き
て
い
た
。
朝
六
時
に
は
起
き
る
。
夕
刊
づ
く

り
が
待
っ
て
い
る
。
一
日
三
時
間
し
か
寝
な
い
取
材

本
部
で
の
生
活
が
、
二
週
間
続
い
た
。
遺
族
の
心
情

を
思
い
、
髭
を
剃
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
Ｔ
シ
ャ

ツ
と
半
ズ
ボ
ン
は
、
一
度
も
洗
わ
ず
、
匂
う
よ
う
で

あ
っ
た
。

本
社
か
ら
、
取
材
費
五
十
万
円
が
、
上
野
郵
便
局

に
振
り
込
ま
れ
た
。
お
ろ
し
に
行
く
。
ホ
ー
ム
レ
ス

の
よ
う
な
私
に
、
局
員
は
疑
い
、
本
社
に
電
話
を
か

け
た
。
狭
い
局
舎
な
の
で
、
話
し
声
が
よ
く
聞
こ
え

る
。「

森
さ
ん
と
言
う
人
が
、
五
十
万
円
を
受
け
取
り

に
来
て
い
ま
す
が
、
渡
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
」。

本
社
か
ら
Ｏ
Ｋ
が
出
て
、
無
事
に
手
に
す
る
事
が
出

来
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
機
の
事
故
原
因
は
、
一
九
七
八
年
に
大

阪
空
港
で
起
こ
し
た
尻
も
ち
事
故
で
、
後
部
隔
壁
の

修
理
ミ
ス
か
ら
隔
壁
が
破
壊
、
金
属
疲
労
も
重
な
り

墜
落
し
た
。

■
空
の
絶
対
安
全
を

「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
を
見
た
。
墜
落
現
場
の
映
像
は
、

臨
場
感
が
あ
り
よ
く
再
現
さ
れ
て
い
た
。
遺
体
は
、

藤
岡
市
の
市
民
体
育
館
に
運
ば
れ
た
の
だ
が
、
ス
ク

リ
ー
ン
で
も
白
い
棺
が
並
ぶ
。
そ
の
数
二
八
五
。
大

事
故
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て
い
る
。
主
役
の
渡
辺
謙
は
、

遺
体
安
置
所
で
の
場
面
を
撮
影
し
た
三
日
間
は
、
ほ

と
ん
ど
眠
れ
な
か
っ
た
と
言
う
。

「
五
二
〇
人
の
犠
牲
者
の
方
々
の
遺

族
や
事
故
に
係
わ
っ
た
方
が
、
こ
の
映

画
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
、
絶

対
に
心
配
り
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
遺
族
の
対
応

な
ど
で
、
迫
真
の
演
技
を
し
て
い
る
。

山
崎
作
品
は
、「
白
い
巨
塔
」、「
不
毛

地
帯
」
な
ど
ほ
と
ん
ど
映
画
化
さ
れ
て

い
る
。「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
は
ま
だ
誰
も

や
っ
て
い
な
い
。
渡
辺
は
、
ど
う
し
て

も
や
り
た
か
っ
た
。
原
作
の
単
行
本
発

売
か
ら
十
年
。
上
映
時
間
三
時
間
二
十

二
分
。
制
作
費
二
十
億
円
超
の
大
作
は

完
成
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
、
自
分
の
映
画
を
観
て
、

初
め
て
泣
い
た
と
言
う
。
映
画
化
を
前

に
、「
空
の
絶
対
安
全
の
た
め
の
警
鐘

と
し
て
欲
し
い
」
と
、
制
作
者
に
注
文

を
つ
け
た
。

映
画
で
日
本
航
空
は
、「
国
民
航
空
」

の
名
で
登
場
す
る
。
日
航
は
、
経
営
危

機
に
陥
っ
て
会
社
更
生
法
が
適
用
さ
れ
、

公
的
整
理
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

安
全
面
が
、
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
だ
。
私
は
、
安
全
を

常
に
こ
の
目
で
見
た
い
と
、
事
故
が
起

き
て
か
ら
で
も
日
航
に
乗
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
鶴
の
マ
ー
ク
の
フ
ア
ン
で
も

あ
る
。

「沈まぬ太陽」製作委員会提供

「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
の
太
陽
は
、
巨
大
企
業
を
象
徴
し

て
い
る
と
思
う
。
利
用
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
再
建
し
て
貰
い
た
い
。
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東
京
の
「
麻
薬
覚
せ
い
剤

防
止
セ
ン
タ
ー
」
へ
、
札
幌

の
小
学
生
か
ら
一
通
の
手
紙

が
届
き
ま
し
た
。
薬
物
乱
用

防
止
教
室
を
受
講
し
た
感
想

文
で
し
た
。
こ
れ
が
、
札
幌

リ
バ
テ
イ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

Ｌ
深
川
明
俊
様
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
へ
と
転
送
さ
れ
た

結
果
、
当
ク
ラ
ブ
が
開
催
ク

ラ
ブ
（
２
月
４
日
、
北
園
小

学
校
）
と
解
り
、
無
事
届
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
薬
物
乱

用
防
止
教
室
の
開
催
は
、
当

ク
ラ
ブ
が
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
ア
ク
ト（
年
六
回
実
施
）

で
あ
る
だ
け
に
、
大
変
嬉
し

い
便
り
で
し
た
。
上
手
な
イ

ラ
ス
ト
の
つ
い
た
可
愛
い
手

紙
を
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
ま

す
。

札
幌
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｐ
Ｒ
委
員
長

Ｌ
辻
岡

公
夫

薬
物
防
止
教
室
の
小
学
生
か
ら
の
手
紙
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訃

報
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

2010年１月29日 享年60歳

恵
庭
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

清
水

道
夫

し
み

ず

み
ち

お

2003年１月 入会
2005年 視力保護盲人福祉保険委員

長
2006年 計画委員長
2007年 社会福祉委員長

2010年２月19日 享年64歳

札
幌
あ
さ
ひ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

早
坂

滉

は
や
さ
か

ひ
ろ
し

1979年３月 札幌中央ライオンズクラブ
入会

1991年度 会長
1994年６月８日 札幌あさひライオンズクラ

ブ結成 トランスファー
チャーターメンバー

1994年度 初代会長
1995年９月 終身会員
1999年 名誉顧問

2010年２月23日 享年73歳

札
幌
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

川
邉

祥
子

か
わ

べ

さ
ち

こ

1995年４月 入会（チャーターメンバー）
1999～2001年 理事
2001～2002年 テール・ツィスター
2005～2006年 会長
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新新入会員のご紹新入会員のご紹介介
2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会332009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会3311--A地区A地区

札幌赤レンガライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.井沼 惟

鞄リサイクル・トーマス 代表

鞄生 年 月 日：1958年２月15日

鞄勤務先住所

〒064-0912

札幌市中央区南12条西11丁目２－２

鞄TEL：011-530-6050

小林 伸男
こばやし のぶ お

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年12月
スポンサー：Ｌ.新沼 智美

鞄㈱幸和コーポレーション 代表取締役

鞄生 年 月 日：1957年10月７日

鞄勤務先住所

〒065-0016

札幌市東区北16条東16丁目１－１ 東豊ビル

鞄TEL：011-781-0181

大石 幸信
おおいし ゆきのぶ

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年12月
スポンサー：Ｌ.新沼 智美

鞄㈱ジーヨンサービス 経理課長

鞄生 年 月 日：1964年７月21日

鞄勤務先住所

〒064-0806

札幌市中央区南６条西４丁目５

鞄TEL：011-531-5101

上西 聡美
じょうにし さと み

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年10月
スポンサー：Ｌ.石林 恒二

鞄㈱日本システムクリエィター

鞄生 年 月 日：1949年４月21日

鞄勤務先住所

〒135-0016

東京都江東区東陽３丁目

鞄TEL：03-5617-8205

滝沢 悦子
たきざわ えつ こ

札幌ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.髙橋 茂

鞄㈱ノーザンメディカル 代表取締役

鞄生 年 月 日：1963年10月８日

鞄勤務先住所

〒064-0820

札幌市中央区大通西21丁目３－１

鞄TEL：011-631-8611

蛇沼 実
じゃぬま みのる

札幌ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.後藤 茂夫

鞄㈲エス・ピー・エル 代表取締役

鞄生 年 月 日：1955年５月５日

鞄勤務先住所

〒060-0062

札幌市中央区南２条西１丁目17－２ ＭＯＭＡビル

鞄TEL：011-232-4452

越前 昭彦
こしまい あきひこ

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.石林 恒二

鞄㈱ｗｅｉ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1959年４月28日

鞄勤務先住所

〒060-0063

札幌市中央区南３条西９丁目999－７

鞄TEL：011-281-7300

水戸 充
み と みつる

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.石林 恒二

鞄㈲グットスピード 代表取締役

鞄生 年 月 日：1964年７月８日

鞄勤務先住所

〒002-8052

札幌市北区篠路町上篠路107－２

鞄TEL：011-775-4111

永井 隆夫
なが い たか お

札幌創成ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.安江 眞

鞄日本プラコン㈱ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1953年８月15日

鞄勤務先住所

〒007-0808

札幌市東区東苗穂８条２丁目

鞄TEL：011-789-7277

荒木 隆一
あら き りゅういち

札幌創成ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.安江 眞

鞄日本アーク開発 主任

鞄生 年 月 日：1981年３月７日

鞄勤務先住所

〒003-0023

札幌市白石区南郷通15丁目北３－27

鞄TEL：011-862-3222

石岡 慎司
いしおか しん じ

札幌創成ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.糸川 要

鞄㈲平川工業 代表取締役

鞄生 年 月 日：1963年10月25日

鞄勤務先住所

〒001-0932

札幌市北区新川西２条５丁目９－３

鞄TEL：011-764-6566

平川美貴男
ひらかわ み き お

札幌創成ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.山元 脩石

鞄さぼう 花元 オーナー

鞄生 年 月 日：1939年７月27日

鞄勤務先住所

〒064-0820

札幌市中央区大通西25丁目１－８

鞄TEL：011-621-7723

山元 暎子
やまもと えい こ
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新新入会員のご紹新入会員のご紹介介
2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会332009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会3311--A地区A地区

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.石林 恒二

鞄㈱キョクサン 代表取締役社長

鞄生 年 月 日：1952年６月20日

鞄勤務先住所

〒071-1247

上川郡鷹栖町７線11号

鞄TEL：0166-87-3187

山崎みどり
やまざき

札幌わかばライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年12月
スポンサー：Ｌ.宮崎 紘一

鞄酒井・橋本法律事務所 所長

鞄生 年 月 日：1970年５月２日

鞄勤務先住所

〒060-0042

札幌市中央区大通西12丁目 ウエスト12ビル４Ｆ

鞄TEL：011-281-3767

酒井 謙
さか い けん

札幌清田ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.彦素 幸夫

鞄協同商事株式会社 代表取締役

鞄生 年 月 日：1968年10月18日

鞄勤務先住所

〒004-0861

札幌市清田区北野１条１丁目１－１

鞄TEL：011-886-1050

齊田 博文
さい だ ひろふみ

札幌北の杜ライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年12月
スポンサー：Ｌ.小野寺眞悟

鞄サッポロウエシマコーヒー株式会社 代表取締役社長

鞄生 年 月 日：1954年12月23日

鞄勤務先住所

〒004-0005

札幌市厚別区厚別東５条１丁目４－26

杉林 清則
すぎばやし きよのり

札幌北の杜ライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年７月
スポンサー：Ｌ.畑山 祝郎

鞄大豊資材工業株式会社

鞄生 年 月 日：1952年５月24日

鞄勤務先住所

〒007-0820

札幌市東区伏古９条１丁目５－26

黒田 岩夫
くろ だ いわ お

札幌アカシヤライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.片山 哲男

Ｌ.前川 忠男

鞄コアソリューション株式会社 代表取締役

鞄生 年 月 日：1961年７月31日

鞄勤務先住所

〒003-0803

札幌市白石区菊水３条１丁目８番22－301号

鞄TEL：011-867-0215

向原 邦彦
むかいばら くにひこ

札幌オーロラライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.松橋 謙一

鞄弁護士法人ほくと総合法律事務所 社員弁護士（役員）

鞄生 年 月 日：1974年６月４日

鞄勤務先住所

〒060-0042

札幌市中央区大通西10丁目 ダンロップＳＫビル

鞄TEL：011-207-1060

津田秀太郎
つ だ しゅうたろう

札幌リバティライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.田中 正

Ｌ.定広 武

鞄アーキテック㈱ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1953年４月17日

鞄勤務先住所

〒065-0019

札幌市東区北19条東15丁目５－16

鞄TEL：011-742-0034

山村 亮
やまむら りょう

札幌リバティライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.羽生 功二

Ｌ.定広 武

鞄楡印刷㈱ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1966年１月16日

鞄勤務先住所

〒060-0808

札幌市北区北８条西１丁目１

鞄TEL：011-747-2513

河上 太
かわかみ ふとし

札幌リバティライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.田中 正

Ｌ.定広 武

鞄房川法律事務所 所長

鞄生 年 月 日：1951年３月８日

鞄勤務先住所

〒060-0002

札幌市中央区北２条西９丁目４番地 インファスビル３階

鞄TEL：011-261-2225

房川 樹芳
ふさがわ き よし

札幌わかばライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.青山 高士

鞄株式会社 タツ建設工業 代表取締役

鞄生 年 月 日：1975年12月24日

鞄勤務先住所

〒001-0930

札幌市北区新川716番地

鞄TEL：011-765-7871

奥芝 竜也
おくしば たつ や

札幌ユートピアライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.原野 正広

鞄㈱サンタック 代表取締役

鞄生 年 月 日：1956年７月16日

鞄勤務先住所

〒061-2271

札幌市南区藤野590－17

鞄TEL：011-592-7714

安孫子俊二
あ び こ しゅんじ
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新新入会員のご紹新入会員のご紹介介
2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会332009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会3311--A地区A地区

岩見沢メープルライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.下竹 芳夫

鞄㈱フェイス技研 代表取締役

鞄生 年 月 日：1958年６月14日

鞄勤務先住所

〒068-0852

岩見沢市大和２条８丁目１－11

鞄TEL：0126-35-1880

本田 忠
ほん だ ただし

滝川グリーンライオンズクラブ

入 会 年 月：2009年12月
スポンサー：Ｌ.近藤冨貴雄

鞄ふじ観光㈱ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1948年７月16日

鞄勤務先住所

〒073-0033

滝川市新町３－１－15

鞄TEL：0125-23-8311

出村 省三
で むら しょうぞう

新十津川ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.釣部 勲

鞄自営業

鞄生 年 月 日：1950年８月16日

鞄自宅住所

〒073-1104

樺戸郡新十津川町字弥生126番地３

鞄TEL：0125-76-4325

長谷川秀樹
は せ がわひで き

新十津川ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.西永 勝治

鞄自営業

鞄生 年 月 日：1944年９月21日

鞄自宅住所

〒073-1102

樺戸郡新十津川町字大和２番地４

鞄TEL：0125-76-3847

平澤 豊勝
ひらさわ とよかつ

岩見沢メープルライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.酒井 茂

鞄㈲谷岡商事 専務取締役

鞄生 年 月 日：1969年６月６日

鞄勤務先住所

〒068-0830

岩見沢市若駒２丁目７－１

鞄TEL：0126-24-3140

谷岡 則近
たにおか のりちか

滝川ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.中島 康文

鞄華れん 代表

鞄生 年 月 日：1973年３月16日

鞄勤務先住所

〒073-0021

滝川市本町１－２－26 東映ビル３Ｆ

鞄TEL：0125-22-7711

小野 淳子
お の じゅんこ

札幌ユートピアライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.荒木 順一

鞄清水勝裕法律事務所 所長弁護士

鞄生 年 月 日：1977年12月５日

鞄勤務先住所

〒060-0042

札幌市中央区大通西15丁目 ラスコム15ビル２Ｆ

鞄TEL：011-699-5780

清水 勝裕
し みず かつひろ

札幌北斗ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.飯田 英人

鞄株式会社アートフーズコーポレーション 代表取締役

鞄生 年 月 日：1974年５月２日

鞄勤務先住所

〒003-0012

札幌市白石区中央２条３丁目４－10

鞄TEL：011-814-5771

島川 敬
しまかわ たかし

札幌北斗ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.佐々木英年

鞄誠信法律事務所 弁護士

鞄生 年 月 日：1975年８月31日

鞄勤務先住所

〒060-0061

札幌市中央区南１条西10丁目４

鞄TEL：011-281-6181

井本 雅之
い もと まさゆき

岩見沢メープルライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年２月
スポンサー：Ｌ.酒井 茂

鞄㈲朝日美装 代表取締役

鞄生 年 月 日：1948年10月３日

鞄勤務先住所

〒068-0827

岩見沢市春日町１丁目７－４

鞄TEL：0126-25-3869

鈴木 修
すず き おさむ

札幌はまなすライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.山崎 晴生

鞄㈲プランズハート 代表取締役

鞄生 年 月 日：1950年５月５日

鞄勤務先住所

〒064-0925

札幌市中央区南25条西13丁目

鞄TEL：011-532-8642

鈴木 又男
すず き また お

札幌ユートピアライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.伊藤 政信

鞄㈲イーエムワイ 代表

鞄生 年 月 日：1967年５月31日

鞄勤務先住所

〒004-0022

札幌市厚別区厚別南６丁目16－２

鞄TEL：011-891-2337

中野 一
なか の ゆういち
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深川ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.松井 卓也

鞄㈱明月興業 代表取締役

鞄生 年 月 日：1969年８月23日

鞄勤務先住所

〒074-0028

深川市一巳町一巳桜山

鞄TEL：0164-23-4713

明月 健二
あけつき けん じ

新新入会員のご紹新入会員のご紹介介
2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会332009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会3311--A地区A地区

当別ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.山田 豊

鞄㈲マルサン三橋商店 代表取締役

鞄生 年 月 日：1951年２月12日

鞄勤務先住所

〒061-0234

石狩郡西町30－12

鞄TEL：0133-23-2292

三橋 修一
みつはし しゅういち

深川ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.浅井 敬司

鞄明治安田生命保険 営業所長

鞄生 年 月 日：1966年３月27日

鞄勤務先住所

〒074-0004

深川市４条９番７号

鞄TEL：0164-22-3822

杉本 正紀
すぎもと まさのり

当別ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年１月
スポンサー：Ｌ.高橋 義

鞄当別町教育委員会 教育長

鞄生 年 月 日：1948年５月３日

鞄勤務先住所

〒061-0233

石狩郡当別町白樺町59－９

鞄TEL：0133-23-2689

山内 秀治
やまうち ひではる

３Ｒ２Ｚ 札幌テイネライオンズクラブ
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お詫びと訂正

前号（エコー誌487号）の10ページに誤りがあ

りました。謹んでお詫び申し上げます。

新春のご挨拶

地区ＹＥ・ゾーン委員（２Ｒ２Ｚ）

左列１番目

恵庭ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年３月
スポンサー：Ｌ.向井 俊一

鞄㈲メイプル企画 代表取締役

鞄生 年 月 日：1950年５月25日

鞄勤務先住所

〒061-1356

恵庭市西島松576－１

鞄TEL：0123-39-3345

大藤 義賀
おおふじ よしかず

恵庭ライオンズクラブ

入 会 年 月：2010年３月
スポンサー：Ｌ.野田 好一

鞄北海道総合保険㈱ 代表取締役

鞄生 年 月 日：1973年５月12日

鞄勤務先住所

〒061-1441

恵庭市住吉町１丁目４－８

鞄TEL：0123-33-6252

水嶋 章司
みずしま しょうじ
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会会員動向・アクティビティ活動状会員動向・アクティビティ活動状況況
2009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会332009～2010年度 ライオンズクラブ国際協会3311--A地区A地区

鞄会員動向
331-A地区

合計6R5R4R3R2R1R

7781511121615Ｌ Ｃ 数

期 首 2,637334490343395605470会 員 数

650146141516内、家族会員数

7781511121615Ｌ Ｃ 数

12月末 2,664334488347398606491会 員 数

640126141517内、家族会員数

7781511121615Ｌ Ｃ 数

１月末 2,666334491347399596499会 員 数

630126131517内、家族会員数

290144▲929期首～１月末会員増減数

鞄アクティビティ活動状況
今 期 累 計１ 月 計12 月 計

円84,342,747件722円2,328,974件41円8,926,629件109金額ア クテ ィビ テ ィ

円6,514,986件42円156,219件3円913,486件6事 業 資 金 獲 得

時間31570.8件785時間2068.5件36時間2,115.30件71労力ア クテ ィビ テ ィ

㏄1,935,400件83㏄256,600件9㏄178,600件5献 血

人74人0人0ア イ バ ン ク 登 録 者

人0人0人0角 膜 提 供 者

件42件1件14薬物乱用防止教室 開催件数

人5529人340人1,787薬物乱用防止教室 動 員 数

枚1,554,737枚519,033枚202,965使 用 済 み 切 手

枚3,562枚589枚380書 き 損 じ 葉 書

枚186,271枚160,477枚17,116使 用 済 み プ リ カ

人2055人149人539例会、アクティビティ等招待者数

【12月分】

Ｌ鈴木 憲一（札幌清田ＬＣ） １回目

Ｌ伊藤 信賢（札幌中島ＬＣ） 11回目

Ｌ金子 雅行（札幌中島ＬＣ） ３回目

Ｌ鶴嶋 浩二（札幌中島ＬＣ） 12回目

Ｌ三木 正俊（札幌中島ＬＣ） 10回目

Ｌ矢野 富夫（札幌中島ＬＣ） ９回目

Ｌ小玉 享幸（札幌中島ＬＣ） ３回目

Ｌ伊藤 隆道（札幌大通ＬＣ） ３回目

Ｌ下倉 孝（札幌大通ＬＣ） 16回目

Ｌ松野 哲也（札幌大通ＬＣ） ９回目

Ｌ荒木龍太郎（札幌すすきのＬＣ） １回目

Ｌ加藤 俊治（札幌ポプラＬＣ） ５回目

Ｌ末神 裕昭（札幌ライラックＬＣ） １回目

Ｌ光安規実男（札幌ライラックＬＣ） ９回目

Ｌ佐藤 富男（岩見沢グリーンＬＣ） ２回目

Ｌ竹田 弘（滝川ＬＣ） 18回目

Ｌ山田 忠明（滝川中央ＬＣ） 19回目

Ｌ光部 啓一（江別ＬＣ） 18回目

Ｌ櫻田 透（恵庭ＬＣ） １回目

Ｌ島田 道朗（恵庭ＬＣ） ５回目

Ｌ島田 圭一（恵庭ＬＣ） １回目

鞄M・J・F（メルビン・ジョーンズ・フェロー）
円2,305,500金額：名、21人数：クラブ、17クラブ数：12月分合計

ＬＣＩＦ拠金集計表 円327,520金額：名、2人数：クラブ、4クラブ数：１月分合計

円12,643,240金額：名、121人数：クラブ、67クラブ数：今 期 累 計

【１月分】

Ｌ小川 裕也（札幌すすきのＬＣ） ４回目 円山 照康（滝川中央ＬＣ） １回目
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ライオンズクラブ国際協会331-A地区ホームページ

ＵＲＬ http://www.lc331-a.jp

キャビネット事務局Ｅメールアドレス

E-mali info@lc331-a.jp

皆
様
の
ご
協
力
の
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か
げ
で
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調
に
エ
コ
ー
誌
の
発
行
が
で
き
て

い
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

第
３
回
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

で
地
区
Ｐ
Ｒ
委
員
の
皆
様
か
ら
大

変
活
発
な
意
見
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
委
員
会
の
運
営

に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
関
係
の
委

員
会
に
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。

　
エ
コ
ー
誌
の
原
稿
や
写
真
も
大

半
の
ク
ラ
ブ
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
作
成
し
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
し
て

い
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だ
い
て
い
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す
の
で
、
効
率

的
に
編
集
作
業
を
す
す
め
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
会
員
の
皆
様
の
負
担
を
軽
減

し
な
が
ら
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が

で
き
る
方
向
に
改
革
を
提
案
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
ね
が

い
い
た
し
ま
す
。

地
区
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

情
報
副
委
員
長
　

Ｌ
広
野
　
　
豊

１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ
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１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ

１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ

１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ

１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ
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１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ

３Ｒ２Ｚ　札幌北斗ライオンズクラブ

３Ｒ２Ｚ　札幌北斗ライオンズクラブ

３Ｒ２Ｚ　札幌北斗ライオンズクラブ
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４Ｒ１Ｚ　岩見沢ライオンズクラブ
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６Ｒ１Ｚ　江別ライオンズクラブ
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６Ｒ２Ｚ　千歳ライオンズクラブ

１Ｒ２Ｚ　札幌フロンティアライオンズクラブ　　１Ｒ２Ｚ　札幌中島ライオンズクラブ






